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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
あ
る

飯
塚
の
倉
庫
に
は
膨
大
な
量
の

絵
画
や
版
画
、
彫
刻
な
ど
が
保

管
さ
れ
て
い
る
。
話
は
さ
か
の

ぼ
る
が
飯
塚
の
没
後
、
長
男
で

一
人
息
子
の
励
生
（
れ
お
）
さ

ん
と
私
が
庫
内
の
整
理
を
し
て

い
た
際
、
段
ボ
ー
ル
箱
・
黒
い

箱
・
黒
い
フ
ォ
ル
ダ
ー
と
幾
重

に
も
梱
包
さ
れ
た「PIKADON

ーA  TALE OF THE BIG 
BLAST

」
が
見
つ
か
っ
た
。
水

彩
画
10
点
か
ら
な
る
ブ
ッ
ク
ア

ー
ト
（
絵
巻
本
）
が
、
う
ず
高

く
積
ま
れ
た
作
品
群
の
奥
深
い

所
で
日
の
目
を
待
っ
て
い
た
の

だ
。
絵
巻
本
の
巻
頭
に
は
「
被

爆
者
だ
っ
た
父
に
捧
げ
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
、
国
雄
。

１
９
８
３
年
」
と
あ
っ
た
。

　

飯
塚
は
１
９
３
９
年
東
京
生

ま
れ
。
１
９
６
１
年
に
西
海
岸

へ
渡
り
、
64
年
か
ら
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
彫
刻
・
絵
画
・

版
画
等
の
分
野
で
活
発
な
創
作

活
動
を
続
け
る
が
、
70
年
代
に

疎
遠
だ
っ
た
父
親
が
被
爆
者
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
は
、

原
爆
・
戦
争
・
難
民
・
飢
餓
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
群
で
平

和
の
大
切
さ
を
発
信
し
て
き

た
。
95
年
に
は
国
連
50
周
年
記

念
の
特
別
個
展
で
「
炎
・
ナ
ガ

サ
キ
」「
灰
・
ヒ
ロ
シ
マ
」
な

ど
を
発
表
し
た
。そ
の
一
方
で
、

恋
人
や
家
族
と
の
愛
・
摩
天
楼

シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
油
彩
画
を
は

じ
め
、
宮
沢
賢
治
の
寓
話
を
テ

ー
マ
に
版
画
10
連
作
を
手
が
け

る
。
２
０
２
０
年
7
月
、
半
世

紀
以
上
を
過
ご
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
て
永
眠
。
飯
塚
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術
家
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
）
の
創
設
者
。

　

今
回
展
示
の
燃
え
盛
る
「
ピ

カ
ド
ン
」
の
気
迫
に
満
ち
た
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
飯
塚
の
代
表
作

「
炎
・
ナ
ガ
サ
キ
」（
長
崎
原
爆

資
料
館
蔵
）
の
原
点
と
も
い
え

る
。
飯
塚
は
国
連
で
個
展
の

際
、
長
崎
を
訪
れ
る
多
く
の
子

供
た
ち
が
「
炎
・
ナ
ガ
サ
キ
」

を
見
て
悲
惨
な
歴
史
を
忘
れ
ず

に
、
平
和
な
世
界
を
築
い
て
ほ

し
い
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

鑑
賞
者
の
一
人
は
「
案
外
明
る

い
色
彩
の
中
に
も
背
景
に
ぐ
に

ゃ
り
と
曲
が
っ
た
鉄
骨
が
描
か

れ
て
い
た
り
、
水
彩
な
ら
で
は

の
じ
ん
わ
り
し
た
滲
み
だ
っ
た

り
、
飯
塚
さ
ん
の
静
か
な
怒
り

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
よ
う
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
『
ピ

カ
ド
ン
』
を
見
て
平
和
学
習
の

知
識
と
合
わ
せ
て
考
え
が
深
ま

る
と
い
い
な
」
と
感
想
を
記
し

て
い
た
。

ナガサキピース    ミュージアムで開催
「
ピ
カ
ド
ン
」

故
・
飯
塚
国
雄
の
個
展

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
し
た
日
本
人
画
家
、
故
・
飯
塚
国
雄
の
個
展
「
ピ
カ
ド
ン
ー
被
爆
者
だ
っ
た
父
に
さ
さ

げ
る
水
彩
画
展
」
が
長
崎
市
の
ナ
ガ
サ
キ
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
８
月
12
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
作
品
「
ピ

カ
ド
ン
」
は
飯
塚
の
没
後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
見
さ
れ
た
水
彩
画
シ
リ
ー
ズ
で
、
飯
塚
の
父
親
が
暮
ら
し
た
長
崎

の
地
が
初
公
開
の
会
場
と
な
っ
た
。（
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
・
う
ち
だ
か
ず
こ
、
関
連
記
事
20
面
に
）

倉
庫
で
黒
い
箱
発
見

真
夏
の
夜
は

野
外
で
映
画

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ビ
ル
に
囲

ま
れ
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー

ク
で
は
、
今
月
12
日
ま
で
の

月
曜
夜
、「
ム
ー
ビ
ー
・
ナ
イ

ト
」
と
し
て
野
外
映
画
を
無
料

で
上
映
し
て
い
る
。
午
後
５
時

か
ら
芝
生
を
解
放
し
、
映
画
が

始
ま
る
８
時
ま
で
は
ピ
ク
ニ
ッ

ク
も
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
お
花

見
気
分
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
で

芝
生
は
び
っ
し
り
。
今
後
の

上
映
予
定
は
５
日
が
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
（Arrival

）」、
12
日
は

「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」。
詳
細
は

https://bryantpark.org/

（
写
真
・
三
浦
良
一
）

www.saitollp.com
https://ibec-usa.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://bryantpark.org/
https://bryantpark.org/
https://bryantpark.org/
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日
本
の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
な

ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
は
ん
こ
」

の
企
画
製
造
・
販
売
を
行
う
株

式
会
社
岡
田
商
会
（
大
阪
府
・

岡
山
耕
二
郎
常
務
）
は
こ
の
ほ

ど
、
同
社
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ「FANCO

」で
、

世
界
的
に
も
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン

の
多
い
日
本
の
ア
ニ
メ
作
品

「NARUTO

」
の
公
式
ラ
イ
セ

ン
ス
商
品
と
な
る
「NARUTO 

Hanko Collection

（
ナ
ル
ト

は
ん
こ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）」
の

北
米
向
け
販
売
を
開
始
し
た
。

　

同
社
で
は
こ
れ
ま
で
、
日
本

の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
の
好
き
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
推
し
）
と
自

分
の
名
前
を
一
緒
に
入
れ
ら
れ

る
は
ん
こ
を
公
式
ラ
イ
セ
ン
ス

商
品
と
し
て
日
本
国
内
向
け
に

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
発
売

し
、
こ
れ
ま
で
に
シ
リ
ー
ズ
累

計
15
万
本
以
上
の
販
売
を
行
っ

て
き
た
。

　

今
回
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
で
販
売
す
る
の
は
、
北
米

のNARUTO

フ
ァ
ン
の
た
め

に
企
画
し
た
ア
イ
テ
ム
で
、

NARUTO

に
登
場
す
る
49
種

類
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
お
気

に
入
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
選

び
、
好
き
な
名
前
や
文
字
を
入

れ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
も

の
で
、
ま
る
で
自
分
だ
け
の
ロ

ゴ
の
よ
う
な
「
は
ん
こ
」
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
究
極
の
パ
ー

ソ
ナ
ラ
イ
ズ
グ
ッ
ズ
。

　

ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
向
け
の
グ
ッ

ズ
で
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
で
き
る

も
の
は
と
て
も
珍
し
く
、
多
く

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
選
べ
る

点
も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品

で
あ
る
。

　

ナ
ル
ト
は
ん
こ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
イ
ン
ク
パ
ッ
ド
を
内
蔵

し
て
お
り
ポ
ン
ポ
ン
と
連
続
し

て
押
す
こ
と
が
で
き
る
「
セ
ル

フ
イ
ン
ク
タ
イ
プ
」
と
、
朱
肉

を
付
け
て
押
す
伝
統
的
な
工
芸

品
の
よ
う
な
味
わ
い
が
あ
る

「
木
彫
り
タ
イ
プ
」
の
２
種
類

が
あ
る
。
日
本
の
伝
統
文
化
で

あ
り
訪
日
外
国
人
の
お
土
産
と

し
て
も
人
気
が
あ
る「
は
ん
こ
」

と
人
気
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
コ
ラ
ボ
し
た
新
感
覚
の
商
品

と
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「FANCO

」

https://fancojapan.com/
collections/naruto

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
の
は
ん
こ

北米で購入可能に
オンラインストアFANCOで

岡田商会

ICHIKO
無国籍者の不安描く

Ｎ
Ｙ
ア
ジ
ア
ン
映
画
祭
参
加
作
品

戸
田
監
督
に
聞
く

「
社
会
的
弱
者
を
テ
ー
マ
に
し
た
い
」

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ジ
ア
ン

映
画
祭
で
米
国
プ
レ
ミ
ア
ム
上

映
さ
れ
た
映
画
﹁IC

H
IK

O

﹂

は
、
１
９
９
０
年
代
ま
で
日
本

で
表
面
化
す
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
無
国
籍
者
の
存
在
に
光
を

当
て
た
作
品
だ
。
離
婚
を
し
て

３
０
０
日
以
内
に
生
ま
れ
た
子

供
は
前
夫
と
の
間
に
で
き
た
子

供
と
さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
を
恐
れ

て
前
夫
に
連
絡
を
し
な
い
と
無

国
籍
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
社
会
の
歪
み
の
中
で
不
安

を
抱
え
る
若
者
像
に
焦
点
を
当

て
た
。

　
作
品
は
、
第
47
回
日
本
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
優
秀
主
演
女
優
賞
、

第
78
回
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル

女
優
主
演
賞
な
ど
、
多
数
の
国

内
賞
レ
ー
ス
で
受
賞
し
た
。
映

画
祭
で
は
、釜
山
国
際
映
画
祭
、

東
京
国
際
映
画
祭
、
ヨ
ー
テ
ボ

リ
国
際
映
画
祭
、
ウ
デ
ィ
ネ
・

フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト
映
画
祭
な
ど

多
数
の
国
際
映
画
祭
で
上
映
さ

れ
た
後
、
念
願
の
今
回
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
な
っ
た
。
作
品
の

日
本
国
内
興
行
は
1
億
を
超
え

話
題
と
な
っ
た
。

　
戸
田
彬
弘
︵
あ
き
ひ
ろ
︶
監

督
︵
40
︶
は
近
畿
大
学
文
芸
学

部
芸
術
学
科
舞
台
芸
術
専
攻
卒

業
。
株
式
会
社
チ
ー
ズfilm

代
表
取
締
役
。
劇
団
チ
ー
ズ

theater

主
宰
。
近
畿
大
学
で

大
橋
也
寸
か
ら
ル
コ
ッ
ク
シ
ス

テ
ム
を
学
び
、
演
劇
か
ら
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
独
学
で

映
画
を
撮
り
数
々
の
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

映
画
界
を
背
負
え
る
逸
材
で
も

あ
る
。﹁
社
会
的
弱
者
、
生
き

づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
を
フ

ィ
ー
チ
ャ
ー
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
社
会
制
度
や
教
育
制
度

が
す
べ
て
完
璧
で
は
な
い
中

で
、
市
子
の
よ
う
な
、
無
国
籍

と
い
う
あ
あ
い
う
境
遇
の
彼
女

の
こ
と
を
ど
う
感
じ
る
の
か
、

守
り
た
い
の
か
、
映
画
を
見
た

個
人
が
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
、

考
え
て
そ
し
て
行
動
す
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

映
画
に
は
社
会
の
良
く
な
い
部

分
を
変
え
て
い
く
パ
ワ
ー
が
あ

る
と
信
じ
ま
す
﹂
と
語
っ
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

https://sobaya.square.site/
https://e-kaigo.net/
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://neuroacuny.com/
https://minglesoho-ny.com/
https://fancojapan.com/collections/naruto
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８月 NY 日系人会の行事

定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳（お休み！）
火曜日 1pm-4pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス（8/7&14 お休み）
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス（8/2お休み）

■ 8月 3日（土）10am-2pm 「夏のフリーマーケット」会館は
台所の設備上調理に制限がありますので、うどん、カレーは
出来ませんが、いなり寿司、お赤飯、焼きそば、チキンの竜
田揚げ、お菓子類などのお食事コーナーを作ります。衣類、
食器、雑貨、本コーナーを設けますので、ショッピングをお
楽しみください。蚤の市ですので、珍しい物や、良い品が手
ごろな値段で買えます！是非、お立ち寄りください！

■ 8日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法律
相談室 (移民法以外 )」。各 30分。要予約

■ 8日（木）10am-12pm NYC Dept. of Aging/HIICAP主催「メ
ディケア相談室」各 30分。要予約

■ 12日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、佐々木のりさん、津田やすこさん、小林はるかさ
んがヘアカットを行います。早めに要予約

■ 15日（木）12pm-　夏のお盆敬老会　盆踊りを楽しみましょ
う！ Bonダンサーの盆踊りをお楽しみください。参加、ピッ
クアップ、ランチデリバリー希望者は要予約。8月のお誕生
会をします。会費＄５

■ 15日（木）10am-12pm 「三木克己弁護士による米国移民法
の無料電話相談室」各 15分。要予約

■ 18日（日）8am-12pm 　第 38回「JAA外務大臣杯軟式野
球大会決勝戦」セントラルパーク・ノースメドー球場にて。
今年のチャンピオンが決まります。天候によりスケジュール
の変更あり。

■ 22日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運びた
い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょう！」
参加費 $5　誰でも参加可能

第 18回秋のヘルスフェアの企画募集中
今年も 9月６日から 10月 6日まで、JAAホールとオンライン
で開催します。全年齢を対象にした健康で安全な生活をサ
ポートする企画をお待ちしています。

JAAチャリティーゴルフ大会参加者募集中
10月 21日（月）恒例の第 30回 JAAチャリティーゴルフ大会
を New York Country Club で開催します。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
冬
季
は
ア
イ
ス
リ
ン
ク

に
な
る
エ
リ
ア
「
ザ
・
リ
ン
ク
」

が
現
在
、
パ
リ
五
輪
の
中
継
を

行
う
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
本
拠
と
す

る
メ
デ
ィ
ア
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
に
よ
る
も
の

で
、
大
会
期
間
中
は
チ
ー
ム
Ｕ

Ｓ
Ａ
フ
ァ
ン
の
拠
点
と
な
り
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
や
星
条
旗
を
模

し
た
限
定
ド
リ
ン
ク
、
ミ
ニ
サ

イ
ズ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
で
の
写

真
撮
影
、
競
技
観
戦
パ
ー
テ
ィ

ー
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
来
場
な
ど

が
行
わ
れ
る
。
閉
会
式
が
行
わ

れ
る
８
月
11
日
（
日
）
ま
で
の
、

毎
日
午
前
11
時
か
ら
午
後
11
時

ま
で
。
入
場
無
料
。

オリンピック広場
ロックフェラーセンターに

　

米
全
国
紙
Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
イ

の
ラ
ン
キ
ン
グ
企
画
が
、
究
極

の
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
探
し
に
挑

戦
し
た
。
編
集
者
と
専
門
家
チ

ー
ム
が
全
米
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
店
が
提
供
し
て
い
る
フ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
か
ら
推
薦
で
き
る
も

の
を
選
考
し
、
そ
の
後
、
読
者

の
投
票
に
よ
っ
て
ラ
ン
キ
ン
グ

が
決
定
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
ン
ス

タ
イ
ル
の
メ
キ
シ
コ
料
理
で
有

名
な
フ
ァ
ス
ト
チ
ェ
ー
ン
店

「
デ
ル
・
タ
コ
（Del Taco

）」

が
１
位
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
店

の
ク
リ
ン
ク
ル
カ
ッ
ト
タ
イ
プ

の
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
は
、
そ
の

ま
ま
で
も
、
チ
ー
ズ
や
チ
リ

な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
も

楽
し
め
る
。
２
位
は
独
自
の

ス
パ
イ
ス
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

カ
ー
リ
ー
フ
ラ
イ
が
人
気
の

「
ジ
ャ
ッ
ク
・
イ
ン
・
ザ
・
ボ

ッ
ク
ス
」、
３
位
は
「
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
」。
４
位
以
下
は
次
の

通
り
。
４
位
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

チ
ッ
ク
」、
５
位
「
フ
ァ
イ

ブ
・
ガ
イ
ズ
」、
６
位
「Chick-
fi l-A

」、
７
位
「
Ａ
＆
Ｗ
」、
８

位「Whataburger

」、９
位「
ア

ー
ビ
ー
ス
（Arby’s

）」、
10
位

「
ポ
パ
イ
」。
一
方
で
、「
ウ
ェ

ン
デ
ィ
ー
ズ
」
や
「In-N-Out 

Burger

」「
バ
ー
ガ
ー
キ
ン
グ
」

と
い
っ
た
有
名
チ
ェ
ー
ン
は
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
な
か
っ
た
。

ベ
ス
ト
な
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
は
ど
こ
？

　

ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
・
セ

ン
タ
ー
の
サ
ウ
ス
・
オ
キ
ュ
ラ

ス
・
プ
ラ
ザ
（
チ
ャ
ー
チ
通
り

50
番
地
）
に
、
世
界
最
大
の
タ

コ
の
像
が
設
置
さ
れ
た
。
製
作

し
た
の
は
、
実
物
よ
り
も
大
き

い
動
物
像
の
作
品
で
知
ら
れ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
造
形

作
家
コ
ン
ビ
の
ギ
リ
ー
さ
ん
と

マ
ー
ク
さ
ん
で
、タ
コ
の
像「
ア

ー
ム
ズ
・
オ
ブ
・
フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
」
は
、
幅
36
フ
ィ
ー
ト
、

重
さ
７
ト
ン
、
８
本
の
脚
に
は

絶
滅
危
惧
種
の
動
物
た
ち
が
乗

っ
て
い
る
。
今
回
の
展
示
「
ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
ワ
ン
ダ
ー
ズ
」

で
は
そ
の
ほ
か
、
大
き
な
口
を

開
け
た
空
腹
の
カ
バ
が
体
が
女

性
で
頭
部
が
ウ
サ
ギ
の
「
ラ
ビ

ッ
ト
ウ
ー
マ
ン
」
と
初
め
て
の

食
事
に
挑
む
様
子
、
頭
部
が
犬

の
「
ド
ッ
グ
マ
ン
」
が
絶
滅
危

惧
に
瀕
し
て
い
る
動
物
た
ち
と

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
お
茶
を
し

て
い
る
「
ワ
イ
ル
ド
・
テ
ー
ブ

ル
・
オ
ブ
・
ラ
ブ
」な
ど
も
並
ぶ
。

　

２
人
は
、
愉
快
な
動
物
た
ち

の
様
子
を
作
品
で
表
現
し
、
観

客
が
実
際
に
動
物
た
ち
の
お
茶

会
に
参
加
し
た
り
、
タ
コ
の
脚

に
上
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ

ィ
ブ
に
接
す
る
こ
と
で
、
野
生

動
物
の
保
護
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
展
示
は
２
０
２
５

年
７
月
31
日
ま
で
。

世
界
最
大
の
タ
コ
の
像

芸
術
で
動
物
保
護
を
実
感
す
る

Photo  Federico G
ruson

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
公
園
管
理

局
、
市
長
の
メ
デ
ィ
ア
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
局
、
Ｗ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
協
力
で
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
イ
ン
・
ザ
・

パ
ー
ク
版
『
空
騒
ぎ
（Much 

Ado About Nothing

）』
が
市

内
５
区
の
公
園
で
無
料
上
映
さ

れ
る
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
が
毎

夏
開
催
し
て
い
る
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
内
デ
ラ
コ
ル
テ
劇
場

で
、
２
０
１
９
年
に
行
わ
れ
た

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
録
画
し

た
も
の
。
同
公
演
は
ト
ニ
ー
賞

受
賞
の
ケ
ニ
ー
・
レ
オ
ン
が
演

出
を
手
が
け
て
い
る
。
午
後
８

時
か
ら
。
２
時
間
30
分
。

　

今
年
は
デ
ラ
コ
ル
テ
劇
場
が

改
装
中
の
た
め
、
市
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
公
演
や
上
映
会

が
行
わ
れ
て
い
る
。開
催
日
は
、

８
月
３
日
（
土
）
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
・
メ
ド
ウ
・
パ
ー
ク
（
ク
イ

ー
ン
ズ
）、
12
日
（
月
）
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
内
フ
リ
ス
ビ
ー

ヒ
ル
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
）、
20

日
（
火
）
ワ
シ
ン
ト
ン
ス
ク
エ

ア
パ
ー
ク
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
）、

29
日
（
木
）
ベ
イ
ス
リ
ー
パ
ー

ク
（
ク
イ
ー
ン
ズ
）、
９
月
６

日
（
金
）
ブ
ロ
ン
ク
ス
パ
ー
ク

（
ブ
ロ
ン
ク
ス
）。
入
場
無
料

（
チ
ケ
ッ
ト
・
予
約
不
要
）。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

publictheater.org

を
参
照
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
公
園
で
楽
し
む

https://newyork-apartment-realestate.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://ariyoshiny.com
https://www.takesushi.us/
https://slide-method.com/welcome/
http://www.easeny.com/
https://publictheater.org
https://publictheater.org
https://publictheater.org
mailto:212-840-6942%E3%80%80info@jaany.org
mailto:212-840-6942%E3%80%80info@jaany.org
mailto:212-840-6942%E3%80%80info@jaany.org


2024年（令和 6年）8月 3日（土） ［総　合］　　（4  ）

 「週刊NY生活」
No. 970

2024年8月3日発行
 ニューヨーク生活プレス社

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.
71 W. 47th St., Suite 1205

New York, N.Y. 10036
Tel: 212-213-6069

www.nyseikatsu.com
◇

Publisher Ryoichi Miura
President Shigeru Hisamatsu
Vice President Jun Nishimura

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212 )840 -6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス( JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人教
育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555

 公共サービス連絡先

　

電
動
自
転
車
や
充
電
器
の
爆

発
事
故
が
相
次
ぐ
な
か
、
エ
リ

ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
は

７
月
22
日
、
安
全
な
充
電
を
促

す
一
連
の
対
策
を
発
表
し
た
。

　

第
１
段
階
と
し
て
は
、
安
全

な
電
動
自
転
車
用
の
バ
ッ
テ
リ

ー
充
電
保
管
庫
を
来
年
、
市
内

全
域
に
設
置
す
る
。
同
市
長
は

設
置
過
程
を
時
短
す
る
「
セ
ー

フ
・
チ
ャ
ー
ジ
ン
グ
・
ア
ク
セ

ラ
レ
ー
タ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
施

行
し
、
す
で
に
市
内
数
か
所
に

試
験
的
に
保
管
庫
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
８
月
末
に
バ
ー
チ
ャ

ル
で
聴
聞
会
を
行
う
予
定
だ
と

い
う
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
以
降
増
加
し
た
配
達

作
業
員
が
使
用
す
る
電
動
自
転

車
の
不
認
可
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に

関
し
、
２
０
０
万
ド
ル
を
投
じ

て
正
規
製
品
と
交
換
す
る
。

　

同
市
消
防
局
（
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
）

に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
以
降

の
電
動
自
転
車
の
爆
発
事
故
は

７
０
０
件
以
上
で
、
４
５
０
人

が
負
傷
、
29
人
が
死
亡
し
て
い

る
。
同
局
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

二
次
電
池
の
危
険
性
の
意
識
向

上
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

１
０
０
万
ド
ル
投
じ
、
地
下
鉄

や
バ
ス
の
車
両
内
、
電
子
キ
オ

ス
ク
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
広
告
で
注
意
を
促
し

て
い
る
。
23
年
の
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
二
次
電
池
爆
発
の
59
％

は
、
充
電
し
て
い
な
い
時
に
起

こ
っ
て
い
る
。
同
市
長
は
「
電

動
自
転
車
は
、
決
し
て
敵
で
は

な
い
が
、
適
切
に
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
敵
は
、
実
在

す
る
不
認
可
の
電
池
を
売
る
闇

市
場
で
あ
り
ゼ
ロ
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
話
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
警
察
犬

パ
リ
五
輪
に
出
張
中

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （29）

英
国
の
ス
ナ
ク
首
相
のsorry

　

英
国
の
リ
シ
・
ス
ナ
ク
首
相

は
７
月
５
日
、
爽
や
か
な
辞
任

会
見
を
行
い
ま
し
た
。
国
民
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
と
、
一
緒
に

闘
い
落
選
し
た
保
守
党
の
議
員

に
対
し
てI am sorry 

と
２

回
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
次
期
首
相
と
な
る

ス
タ
ー
マ
ー
労
働
党
党
首
に
対

し
て
「
政
敵
で
は
あ
る
が
、
彼

が
首
相
と
し
て
成
功
す
る
こ
と

は
、
私
達
全
員
の
成
功
で
す
。

彼
は
立
派
で
、
社
会
を
思
う
心

に
あ
ふ
れ
る
人
で
、
私
は
彼
を

尊
敬
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

ス
ナ
ク
首
相
は
ま
た
「your 

Prime Minister

」
と
何
回
か

述
べ
ま
し
た
。
首
相
と
国
民
と

の
相
互
信
頼
の
強
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

豪
州
の
ラ
ッ
ド
首
相
のsorry

　

こ
の
演
説
は
、
２
０
０
８
年

の
豪
州
の
ケ
ビ
ン
・
ラ
ッ
ド
首

相
が
、
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に

対
し
て
行
っ
た
演
説
を
思
い
起

こ
さ
せ
ま
す
。

　

豪
州
で
は
、
約
10
万
人
の
ア

ボ
リ
ジ
ニ
の
子
供
を
親
か
ら
引

き
離
す
分
離
政
策
が
１
９
１
０

年
代
か
ら
１
９
７
０
年
代
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
ッ
ド
首
相

は
首
相
と
し
て
、
政
府
を
代
表

し
て
、
議
会
を
代
表
し
て
６
回

I am sorry 

と
述
べ
ま
し
た
。

歴
代
政
権
の
間
違
い
を
正
し
、

奪
わ
れ
た
世
代
の
苦
し
み
を
癒

す
た
め
に
と
。
全
国
で
白
人
を

含
む
多
く
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の

人
々
が
こ
の
演
説
を
聞
き
、
抱

き
合
っ
て
涙
を
流
し
あ
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
歴
代
首
相
も
党
派

を
超
え
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
住

宅
・
食
料
な
ど
の
格
差
是
正
政

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
の
お
詫
び

　

岸
田
文
雄
首
相
は
、
７
月
17

日
障
害
な
ど
を
理
由
に
強
制
的

な
不
妊
手
術
を
認
め
て
い
た
旧

優
生
保
護
法
が
憲
法
違
反
だ
と

裁
判
を
起
こ
し
て
い
た
原
告
約

１
３
０
人
を
首
相
官
邸
に
迎
え

謝
罪
し
ま
し
た
。「
旧
優
生
保

護
法
は
、
憲
法
違
反
で
、
政
府

の
責
任
は
極
め
て
重
大
だ
。
心

か
ら
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お

り
、
政
府
を
代
表
し
て
謝
罪
を

申
し
上
げ
る
」
と
。
日
本
の
首

相
に
し
て
は
稀
なI am sorry 

で
す
が
、
２
０
０
８
年
ま
で
の

48
年
間
も
約
２
万
５
０
０
０
人

が
強
制
手
術
を
受
け
て
い
た
こ

と
、
最
高
裁
判
決
ま
で
政
府
が

対
応
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
、
そ

し
て
こ
の
謝
罪
が
国
民
的
広
が

り
に
欠
け
て
い
る
こ
と
が
残
念

で
す
。

　

日
本
で
はsorry

が「
ご
免
、

ご
免
」
と
軽
く
と
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
公
式
謝
罪
で
あ
る
こ
と

も
認
識
す
べ
き
で
す
。

米
国
や
日
本
の
ト
ッ
プ
の

sorry

　

米
国
の
大
統
領
がI am 

sorry

と
述
べ
た
こ
と
は
あ
ま

り
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
黒
人
問
題
や
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
問
題
な
ど
幾
つ
か
の
課
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
拝
察
し

ま
す
。

　

米
国
に
加
え
て
日
本
で
も
、

今
年
選
挙
が
行
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
がI 

am sorry

と
言
え
る
こ
と
が

国
民
と
の
信
頼
関
係
を
高
め
、

民
主
主
義
を
強
化
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

I am
 sorry 

と首
相
が
言
え
る
国

　

７
月
26
日
に
開
幕
し
た
パ
リ

五
輪
で
選
手
と
観
客
を
守
る
た

め
、
爆
発
物
探
知
犬
と
し
て
知

ら
れ
る
Ｎ
Ｙ
市
警（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）

の
警
察
犬
が
2
週
間
パ
リ
に
派

遣
さ
れ
た
。
市
警
の
広
報
担
当

者
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

の
後
援
に
よ
り
旅
費
な
ど
が
全

額
負
担
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
納
税
者
の
負

担
は
な
い
と
い
う
。

　

7
月
15
日
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

の
前
で
礼
儀
正
し
く
ポ
ー
ズ
を

と
る
犬
が
撮
影
さ
れ
た
。
元
米

海
軍
特
殊
部
隊
の
犬
訓
練
士
で

あ
る
マ
イ
ク
・
リ
ト
ラ
ン
ド
氏

は
、Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
犬
に
つ
い
て
、

「
彼
ら
は
国
内
で
も
有
数
の
Ｋ

9
ユ
ニ
ッ
ト
だ
」
と
述
べ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
は
、
何
匹
の
犬
が

派
遣
さ
れ
た
の
か
や
任
務
の
詳

細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
。
警
察
や
軍
の
犬
は
、

爆
弾
に
使
わ
れ
る
化
学
物
質
Ｔ

Ｎ
Ｔ
や
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
の

よ
う
な
原
料
の
臭
い
を
嗅
ぎ
分

け
る
こ
と
で
、
爆
発
物
の
可
能

性
を
検
知
す
る
よ
う
訓
練
さ
れ

て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
交
通
局
犬

部
隊
の
元
指
揮
官
ジ
ョ
ン
・
パ

パ
ス
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
に

は
約
１
４
５
匹
の
犬
が
お
り
、

ど
の
地
方
警
察
署
よ
り
も
規
模

が
大
き
い
と
い
う
。

Photo: The offi  cial account 
of the NYPD Intelligence & 
Counterterrorism Bureau. 

電
動
自
転
車
の
爆
発
事
故

安
全
対
策
を
強
化

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
） 

は
、
Ｎ
Ｙ
州

在
住
者
を
対
象
に
し
た
２
つ
の

サ
ー
ビ
ス
を
開
催
す
る
。

　
「
無
料
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
、
個
別
に
悩
み
や
ス
ト

レ
ス
を
聞
き
、
専
門
の
サ
イ
コ

ロ
ジ
ス
ト
／
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

日
本
語
で
サ
ポ
ー
ト
。
日
常
生

活
で
感
じ
る
不
安
や
ス
ト
レ

ス
、
孤
独
感
や
気
持
ち
の
落
ち

込
み
、
家
族
・
友
人
関
係
の
悩

み
な
ど
、
守
秘
義
務
を
厳
守
し

て
対
応
す
る
。
対
応
す
る
の

は
、
表
西
恵
さ
ん
（
サ
イ
コ
ロ

ジ
ス
ト
）
が
、
う
つ
、
不
安
、

不
眠
、
家
族
、
カ
ッ
プ
ル
、
仕

事
の
悩
み
な
ど
の
悩
み
を
聞

く
。
日
程
は
８
月
９
日
、16
日
、

23
日
、
30
日
の
各
金
曜
日
。
ま

た
、
イ
ン
ザ
ナ
祐
子
さ
ん
（
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
、う
つ
、

不
安
、
子
育
て
、
死
別
、
家

族
、
仕
事
問
題
、
ス
ト
レ
ス
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
適
応
問
題
な

ど
、
８
月
12
日
、 

19
日
、
26
日

の
月
曜
。
各
回
と
も
に
午
前
10

時
か
ら
4
時
ま
で
（
１
セ
ッ
シ

ョ
ン
50
分
）。
申
し
込
み
は
電

話
２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

（
内
線
５
番
の
あ
と
５
０
３
）、

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
。

　

２
つ
目
は
、
Ｎ
Ｙ
州
在
住
シ

ニ
ア
メ
ン
バ
ー
（
60
歳
以
上
）

限
定
の
「
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ 

何
で

も
相
談
室
」。
ス
マ
ホ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
使
い
方
が
分
か
ら
な

い
。
写
真
の
共
有
方
法
が
知
り

た
い
。
ア
プ
リ
の
使
い
方
が
分

か
ら
な
い
な
ど
、
ど
ん
な
些
細

な
こ
と
も
相
談
に
乗
る
。
日
程

は
８
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、

27
日
の
火
曜
日
、
午
後
１
時
か

ら
３
時
30
分
ま
で
。
会
場
は
、

ロ
ウ
ア
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
（
地

下
鉄
2
・
3
番
線 W

all St

駅

す
ぐ
）。

　

両
サ
ー
ビ
ス
と
も

に
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

（
内
線
５
番
の
あ
と
５
０
３
）、

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jassi.org

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://jassi.org

　

公
共
の
道
路
で
車
両
の
通
行

を
禁
止
し
、
歩
行
者
天
国
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
毎
年
恒
例
の
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ

サ
マ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
」
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
５
区
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。歩
行
者
や
自
転
車
、

子
ど
も
向
け
無
料
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品

や
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
な
ど
の

サ
ン
プ
ル
配
布
の
ほ
か
、Lyft

とCiti

の
支
援
に
よ
り
期
間
中

は
シ
テ
ィ
バ
イ
ク
30
分
間
乗
り

放
題
の
無
料
パ
ス
が
提
供
さ
れ

る
。無
料
パ
ス
を
利
用
す
る
は
、

シ
テ
ィ
バ
イ
ク
ア
プ
リ
の
「
デ

イ
パ
ス
」
か
ら
プ
ロ
モ
コ
ー
ド

「CITISUMMER24!

」
を
入
力

す
る
。

　

８
月
の
会
場
は
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
が
３
日
・
10
日
・
17

日
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
か
ら

西
１
２
５
丁
目
ま
で
）、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
と
ブ
ロ
ン
ク
ス
が

24
日
の
各
土
曜
日
。
時
間
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
。
場
所
や
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細

は
市
の
公
式
サ
イ
トhttps://

www.nyc.gov/htm
l/

dot/html/pedestrians/
summerstreets.shtml

を
参

照
す
る
。

夏
の
歩
行
者
天
国

Ｎ
Ｙ
市
内
５
区
で

無料メンタルヘルス
シニア IT 相談室
JASSI がサービス開始

た
」
と
語
っ
た
こ
と
な
ど
を
列

記
し
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
通
信
27
日

付
電
子
版
は
「
開
会
式
で
ド
ラ

　

メ
ッ
ツ
の
千
賀
滉
大
投
手
は

27
日
、
ま
た
負
傷
者
リ
ス
ト
に

登
録
さ
れ
た
。
26
日
に
シ
ー
ズ

ン
初
登
板
で
は
、
６
回
表
の
先

頭
打
者
を
一
塁
へ
フ
ラ
イ
に
仕

留
め
た
際
、
一
塁
カ
バ
ー
す
る

た
め
に
、
マ
ウ
ン
ド
を
降
り
て

走
り
始
め
た
と
こ
ろ
、
左
の
ふ

く
ら
は
ぎ
を
怪
我
し
て
降
板
し

た
。

　

メ
ッ
ツ
の
メ
ン
ド
ー
サ
監
督

に
よ
る
と
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
負

傷
で
、「
い
つ
出
場
す
る
か
を

決
め
る
の
は
難
し
い
が
、
レ
ギ

ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
ほ
ぼ
終
わ

っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
と
思

う
」
と
述
べ
た
。
た
だ
し
、
10

月
の
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に
進
出

す
れ
ば
復
帰
で
き
る
と
期
待
し

て
い
る
。

メ
ッ
ツ
の
千
賀
投
手

負
傷
者
リ
ス
ト
登
録

ァ
グ
ク
イ
ー
ン
が
輝
く
も
、『
最

後
の
晩
餐
』
の
舞
台
は
批
判
を

浴
び
る
」
と
報
じ
た
。

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://jassi.org
https://jassi.org
https://jassi.org
https://www.nyc.gov/html/dot/html/pedestrians/summerstreets.shtml
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
こ
の

ほ
ど
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ロ

ン
ク
ス
区
全
域
で
オ
ー
ト
バ
イ

や
宝
石
を
盗
む
窃
盗
団
の
活
動

が
こ
の
数
か
月
間
顕
著
に
な
っ

た
と
発
表
し
た
。
強
盗
グ
ル
ー

プ
は
２
人
か
ら
６
人
組
で
、
駐

車
中
の
バ
イ
ク
や
停
車
中
の
バ

イ
ク
を
運
転
手
か
ら
強
奪
す
る

な
ど
の
手
口
で
強
引
に
奪
い
逃

走
。
ま
た
被
害
者
の
性
別
を
問

わ
ず
、
首
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
奪

う
事
件
も
多
発
し
た
。
７
月
８

日
午
後
１
時
ご
ろ
に
は
ワ
シ
ン

ト
ン
ハ
イ
ツ
で
駐
車
し
て
い
た

推
定
３
万
１
０
０
０
ド
ル
の
高

級
オ
ー
ト
バ
イ
が
正
体
不
明
の

４
人
組
に
持
ち
去
ら
れ
た
。
同

オ
ー
ト
バ
イ
や
宝
石
盗
む

2
人
か
ら
6
人
組
で
襲
う

NYで路上犯罪増加

　

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国

際
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
8
で
７

月
24
日
午
前
７
時
前
、
コ
ン
コ

ー
ス
Ｃ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
か

ら
出
火
し
、
駆
け
つ
け
た
Ｎ
Ｙ

市
消
防
局
（
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
）
に
よ

り
鎮
火
さ
れ
た
。

　

Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
に
よ
る
と
煙
が
充

満
し
て
い
た
た
め
、
１
０
０
０

人
近
く
が
一
時
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
避
難
。
９
人
が
煙
を
吸
い
込

ん
だ
た
め
医
師
の
手
当
を
受
け

た
。
ま
た
、
10
人
が
軽
傷
を
負

い
、
う
ち
4
人
は
救
急
車
で
ジ

ャ
マ
イ
カ
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー

に
搬
送
さ
れ
た
が
命
に
別
状
は

な
い
と
い
う
。
港
湾
局
の
広
報

担
当
者
に
よ
る
と
、
９
９
０
人

の
旅
行
者
は
バ
ス
で
ほ
か
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
搬
送
さ
れ
、
そ
こ

で
業
務
が
継
続
さ
れ
た
。

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
8
で
の
フ
ラ
イ

ト
は
再
開
さ
れ
た
が
、
一
部
の

フ
ラ
イ
ト
は
ま
だ
中
断
し
て
い

る
。
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
は
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
8
に
向
か
う
前
に
、
各
航

空
会
社
に
フ
ラ
イ
ト
状
況
を
確

認
す
る
よ
う
旅
行
者
に
警
告
し

て
い
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
8
に
は

日
本
航
空
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ

ン
航
空
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

エ
ア
ウ
ェ
イ
ズ
、
カ
ン
タ
ス
航

空
、
カ
タ
ー
ル
航
空
、
ロ
イ
ヤ

ル
・
ヨ
ル
ダ
ン
航
空
が
国
際
線

を
運
航
し
て
い
る
。
日
本
航
空

に
よ
る
と
、
同
避
難
で
日
本
航

空
便
へ
の
影
響
は
な
く
、
乗
客

へ
の
影
響
も
な
か
っ
た
と
い

う
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
８
で
火
災

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港

１
０
０
０
人
が
避
難
、
４
人
が
搬
送

日
午
後
３
時
過
ぎ
に
同
じ
６
人

組
と
見
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
パ

ー
ク
街
１
０
１
０
番
地
で
48
歳

男
性
が
運
転
す
る
オ
ー
ト
バ
イ

に
近
づ
き
銃
器
を
見
せ
て
オ
ー

ト
バ
イ
を
奪
っ
た
。
被
害
者
男

性
に
怪
我
は
な
か
っ
た
。
５

月
に
も
同
様
の
事
件
が
イ
ー

ス
ト
サ
イ
ド
91
丁
目
で
推
定

１
万
６
０
０
０
ド
ル
相
当
の
オ

ー
ト
バ
イ
を
強
奪
す
る
事
件
が

お
き
て
い
る
。
同
月
５
月
31
日

に
は
西
１
８
５
丁
目
で
２
人
組

の
男
性
が
53
歳
の
男
性
の
首
か

ら
推
定
６
０
０
０
ド
ル
の
ネ
ッ

ク
レ
ス
を
奪
う
事
件
、
６
月
23

日
に
は
西
86
丁
目
で
６
０
０
０

ド
ル
相
当
の
オ
ー
ト
バ
イ
を
盗

ん
だ
。
警
察
で
は
同
一
グ
ル
ー

プ
の
犯
人
と
し
て
容
疑
者
の

一
部
の
防
犯
カ
メ
ラ
で
撮
影

さ
れ
た
写
真
（
上
）
を
公
開

し
、
逮
捕
に
つ
な
が
る
情
報
提

供
を
求
め
て
い
る
。
電
話
１
・

８
０
０
・
５
７
７
・TIPS

）
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トcrimestoppers.

nypdonline.org
で
も
通
報
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

７
月
26
日
に
行
わ
れ
た
パ
リ

五
輪
の
開
会
式
で
の
一
部
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
対
し
批
判
が

殺
到
し
、
五
輪
組
織
員
会
は
謝

罪
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
で
処
刑
さ
れ

た
王
妃
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ

ッ
ト
が
ギ
ロ
チ
ン
で
切
り
落
と

さ
れ
た
自
ら
の
首
を
持
っ
て
登

場
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は

Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
が
す
ぐ
さ
ま

「
人
々
に
複
雑
な
反
応
を
引
き

起
こ
し
た
」
と
26
日
付
電
子
版

で
報
じ
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史

上
最
も
ワ
イ
ル
ド
で
ク
レ
イ
ジ

ー
な
出
来
事
」
と
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

書
き
込
み
な
ど
を
紹
介
し
た
。

Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
ー
26
日
付
電
子

版
も
「
錯
乱
し
た
パ
リ
五
輪
の

開
会
式
の
一
部
だ
っ
た
」
と
報

じ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
賛
否
両
論
が

あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

　

一
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
27
日
付
電
子
版
は
フ
ラ

ン
ス
革
命
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自

由
・
平
等
・
博
愛
」
を
改
め
て

示
し
た
も
の
だ
と
評
し
た
。
同

紙
は
極
右
指
導
者
マ
リ
ー
ヌ
・

ル
ペ
ン
の
姪
で
欧
州
議
会
議
員

の
マ
リ
オ
ン
・
マ
レ
シ
ャ
ル
氏

が
「
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
、
ア

ヤ
・
ナ
カ
ム
ラ
の
曲
に
合
わ
せ

て
踊
ら
さ
れ
た
共
和
国
防
衛
隊

の
屈
辱
、
衣
装
と
振
り
付
け
の

全
体
的
な
醜
悪
さ
」
と
非
難
し

た
こ
と
の
方
を
報
じ
て
い
る
。

Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
26
日
付
電
子
版
で

「
異
色
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
開

会
式
」と
報
じ
て
い
る
も
の
の
、

批
判
が
出
て
い
る
こ
と
に
は
触

れ
て
い
な
か
っ
た
。

「
キ
リ
ス
ト
教
を
侮
辱
」

　

も
っ
と
も
批
判
の
的
と
な
っ

た
の
は
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
や

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
モ
デ

ル
ら
が
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ビ
ン

チ
の
名
画
「
最
後
の
晩
餐
」
の

パ
ロ
デ
ィ
ー
を
演
じ
た
と
み
な

さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
神
デ
ィ
オ
ニ

ュ
ソ
ス
に
扮
し
た
裸
の
歌
手
も

登
場
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
司
教
協

議
会
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
組
織

や
マ
リ
オ
ン
・
マ
レ
シ
ャ
ル
氏

な
ど
の
極
右
政
治
家
か
ら
キ
リ

ス
ト
教
を
侮
辱
す
る
も
の
と
し

て
相
次
い
で
抗
議
の
声
が
上
が

り
「
炎
上
」
状
態
と
な
っ
た
。

マ
レ
シ
ャ
ル
氏
は
「
少
数
の
左

翼
に
よ
る
も
の
だ
」
と
Ｘ
（
旧

ツ
イ
ッ
タ
ー
）
に
投
稿
し
た
。

　

Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
26
日
付
電

子
版
は
「
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン

が
『
最
後
の
晩
餐
』
を
パ
ロ
デ

ィ
化
し
怒
り
を
呼
ぶ
」
と
の
見

出
し
で
、米
実
業
家
イ
ー
ロ
ン
・

マ
ス
ク
氏
が
「
こ
れ
は
キ
リ
ス

ト
教
徒
に
対
す
る
極
め
て
無
礼

な
行
為
だ
」
と
、
元
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
、
オ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
氏
は

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
イ
エ
ス
の

最
後
の
晩
餐
を
公
然
と
嘲
笑
し

て
い
る
」
と
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ

ー
）
に
書
き
込
ん
だ
こ
と
を
紹

介
。
ほ
か
に
も
ラ
ジ
オ
司
会
者

の
ク
リ
ン
ト
・
ラ
ッ
セ
ル
氏
な

ど
数
々
の
保
守
系
の
著
名
人
か

ら
の
批
判
を
並
べ
て
報
じ
た
。

　

Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
27
日
付
電

子
版
は
「
米
国
や
そ
の
他
の

国
々
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
や
宗
教

右
派
の
間
で
激
怒
を
引
き
起
し

て
い
る
」「
保
守
派
や
キ
リ
ス

ト
教
の
信
仰
を
信
奉
す
る
フ
ァ

ン
を
中
心
に
、
不
快
感
を
覚
え

る
フ
ァ
ン
も
い
た
」
と
報
じ

た
。
パ
リ
五
輪
の
ロ
ー
マ
教
皇

庁
広
報
担
当
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

ゴ
ビ
ヤ
ー
ル
司
教
が
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ

ュ
ー
ス
に
対
し
、「
最
後
の
晩

餐
」
の
描
写
に
「
深
く
傷
つ
い

た
」
と
語
っ
た
こ
と
な
ど
を
列

記
し
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
通
信
27
日

付
電
子
版
は
「
開
会
式
で
ド
ラ

物議醸した開会式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
賛
否
両
論

生
首
持
っ
た
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
に
世
界
が
驚
愕

五
輪
組
織
委
が
異
例
の
謝
罪

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ

マ
イ
ク
相
田
氏
送
別
会

　

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
三
木
伸
夫
会
長
）
は
新
年

度
（
２
０
２
４
年
7
月
1
日
〜

２
０
２
５
年
6
月
30
日
）
に
入

り
、
15
日
（
木
）
午
後
６
時
か

ら
２
０
２
４
年
度
新
年
度
役
員

の
就
任
式
、
続
い
て  

マ
イ
ク

相
田
元
会
長
の
引
退
送
別
会
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で
開

催
す
る
。
マ
イ
ク
相
田
氏
は
在

Ｎ
Ｙ
57
年
、
在
ラ
イ
オ
ン
ズ
43

年
の
長
老
。
今
月
フ
ロ
リ
ダ
州

に
長
年
住
ん
だ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
離
れ
フ
ロ
リ
ダ
州
へ
転
居
す

る
。
参
加
費
40
ド
ル
。

愛
の
コ
リ
ー
ダ
完
全
版

１
９
９
６
年
に
も
公
開

訂
正　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
の
元
映
画
部
門
責
任
者
だ

っ
た
平
野
共
余
子
さ
ん
か
ら
次

の
よ
う
な
指
摘
を
受
け
ま
し

た
。「（
先
週
号
の
）『
愛
の
コ

リ
ー
ダ
』
完
全
版
が
48
年
ぶ
り

に
Ｎ
Ｙ
で
こ
の
ほ
ど
上
映
と
い

う
の
は
事
実
誤
認
で
、
私
が
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
映

画
上
映
を
し
て
い
る
時
に
、『
愛

の
コ
リ
ー
ダ
』
の
配
給
を
し
て

い
たKino International 

と

い
う
会
社
が
１
９
９
６
年
６
月

に
製
作
後
20
周
年
記
念
で
完
全

版
（
ノ
ー
カ
ッ
ト
版
）（
そ
の

時
ま
で
に
は
Ｎ
Ｙ
州
の
法
律
も

変
わ
り
、
本
作
が
猥
褻
物
と
認

識
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
）
を
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の

映
画
館Cinema Village

劇

場
で
公
開
し
、
そ
の
時
に
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
も

「Sex and Sexuality

」
と
い

う
特
集
で
講
演
付
き
で
記
念
上

映
を
し
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

先
週
号
の
記
事
内
容
と
見
出

し
「
米
国
初
の
劇
場
公
開
」
を

改
め
、「
藤
竜
也
氏
が
Ｎ
Ｙ
で

48
年
ぶ
り
に
Ｎ
Ｙ
で
見
て
観
客

に
挨
拶
」
と
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
部
）

ァ
グ
ク
イ
ー
ン
が
輝
く
も
、『
最

後
の
晩
餐
』
の
舞
台
は
批
判
を

浴
び
る
」
と
報
じ
た
。

　

開
会
式
は
多
様
性
を
意
識
し

た
華
や
か
な
演
出
で
、
同
性
愛

者
で
開
会
式
の
芸
術
監
督
ト

マ
・
ジ
ョ
リ
氏
は
27
日
の
記
者

会
見
で
「
破
壊
す
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
多
様
性
に
つ
い

て
語
り
た
か
っ
た
。
愛
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
た
か
っ
た
」
と

弁
明
、
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
は

「
開
会
式
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
と

っ
て
非
常
に
誇
り
だ
」
と
称
え

た
。
し
か
し
パ
リ
五
輪
の
大
会

組
織
委
員
会
は
28
日
、「
い
か

な
る
宗
教
も
侮
辱
す
る
意
図
は

な
か
っ
た
」
と
し
「
不
快
に
取

ら
れ
た
と
す
れ
ば
本
当
に
申
し

訳
な
く
思
う
」
と
謝
罪
し
た
。

　

ジ
ョ
リ
芸
術
監
督
は
同
日
、

地
元
テ
レ
ビ
に
出
演
し
、
こ
れ

は
「
最
後
の
晩
餐
」
か
ら
で
は

な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
あ
る

「
オ
リ
ン
ポ
ス
山
の
神
々
に
関

連
す
る
異
教
徒
の
祝
祭
」
か
ら

着
想
を
得
た
も
の
と
説
明
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
を
「
嘲
笑
す
る
意

図
は
な
か
っ
た
」と
強
調
し
た
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ
29
日
付
電
子
版
は

「
こ
の
シ
ー
ン
は
批
判
を
浴
び

て
い
る
が
、
開
会
式
自
体
は
広

く
賞
賛
さ
れ
て
い
る
」
と
報
じ

た
。
組
織
委
が
委
託
し
た
調
査

会
社
ハ
リ
ス
に
よ
る
世
論
調
査

に
よ
る
と
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
回

答
者
の
86
％
が
「
開
会
式
は
成

功
」
と
肯
定
的
だ
っ
た
。

86
％
が
「
開
会
式
は
成
功
」

https://www.fivelightscenter.com/
https://on-timelimo.com/
crimestoppers.nypdonline.org
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Ｎ
Ｙ
国
連
本
部
は
、
7
月

8
日
か
ら
17
日
ま
で
ハ
イ

レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

(HLPF2024)

を
開
催
し
た
。

7
月
9
日
に
は
、
気
候
変
動
に

焦
点
を
あ
て
各
国
の
相
互
連
携

と
共
にSDGs13

を
達
成
す

る
た
め
の
解
決
策
を
話
し
合
っ

た
。
特
に
自
然
、生
物
多
様
性
、

貧
困
、
不
平
等
な
ど
の
相
互
関

連
を
含
め
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
提
示
。
議
長
は
チ
ュ
ニ
ジ

ア
の
タ
レ
ク
・
ラ
デ
ブ
氏
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
キ

ャ
サ
リ
ン
・
カ
ル
ヴ
ィ
ン
氏
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
ク
セ
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
・
グ
レ
ー
ル
氏
、ESG 

Book

の
マ
リ
ア
・
メ
ー
ル
氏

ら
が
登
壇
。

■
気
候
変
動
の
現
状

　

２
０
２
３
年
は
記
録
的
に
暑

い
日
が
続
き
現
状
デ
ー
タ
で
は

悪
化
し
て
い
る
。
産
業
革
命
以

前
よ
り
も
摂
氏
１
・
４
度
上
昇

し
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
も
増
加
し
て
い
る
。

■
財
政

国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４

「SDGs13

」
気
候
変
動
の
具
体
的
施
策
5
つ

　

気
候
変
動
対
策
に
は
年
間
に

数
兆
ド
ル
が
必
要
で
、
特
に
発

展
途
上
国
で
は
２
０
３
０
年
ま

で
に
約
6
兆
ド
ル
が
必
要
。
特

に
女
性
、
若
者
、
疎
外
さ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
難
民
支
援
が

急
務
な
課
題
と
の
認
識
で
一
致

し
た
。

■
具
体
的
な
5
つ
の
施
策

　

１
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
革:

再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
。
２

都
市
の
持
続
可
能
性:

緑
地
の

増
加
と
公
共
交
通
の
改
善
。
３ 

農
業
と
土
地
利
用:

持
続
可
能

な
農
業
と
森
林
保
護
。
４ 

資

源
管
理:

水
資
源
管
理
と
廃
棄

物
削
減
。
５
気
候
教
育
と
意
識

向
上:

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル

で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

■HLPF2024:

気
候
変
動
ブ

リ
ー
フ
ィ
ン
グ

　

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所(

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｒ)

は
、
気
候

変
動
が
避
難
民
や
移
民
に
与
え

る
影
響
で
、
特
に
脆
弱
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
難
民
へ
の
生
活

支
援
の
重
要
性
を
強
調
。
ま

た
国
連
食
糧
農
業
機
関(

Ｆ
Ａ

Ｏ)

も
、
農
業
と
食
料
安
全
保

障
の
面
で
、
さ
ら
に
持
続
可
能

な
農
業
シ
ス
テ
ム
構
築
と
脆
弱

な
農
家
や
難
民
へ
の
食
料
流
通

支
援
の
強
化
が
重
要
だ
と
声
明

を
発
し
た
。SDGs13 

は
他
の

SDGs

項
目
と
密
接
に
関
連
し

て
い
る
。
各
国
政
府
が
協
力
し

技
術
革
新
が
不
可
欠
だ
。
国
連

事
務
総
長
は
、
気
候
変
動
対
策

は
21
世
紀
最
大
の
重
要
課
題
だ

と
強
調
し
た
。

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ(SDGs)

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
社
代

表
。
国
連
大
学
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
所
。
ジ
ェ
ト
ロ
17
年

勤
務
。
在
外
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

協
会
。
著
書
『
欧
米
企
業
に
学

ぶ
・SDGs

転
換
ピ
ボ
ッ
ト
戦

略
の
現
在
：
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×

次
世
代
×
こ
れ
か
ら
の
企
業
価

値(

新
潮
社)

』

 おだいじに
カイロプラクティックに

関する知識（3）

　

多
く
の
方
は
姿
勢
を
良
く
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
な
ぜ
な
ら
姿
勢
が
悪
い
と

① 

見
か
け
が
悪
い

② 

暗
く
元
気
が
な
い
印
象

③ 

肩
こ
り
や
首
の
痛
み
の
原

因④ 

頭
痛
に
な
り
や
す
い

⑤ 

腰
痛
の
原
因

⑥ 

体
力
が
お
ち
る

⑦ 

免
疫
力
が
低
下
す
る

⑧ 

呼
吸
が
浅
く
な
る

⑨ 

消
化
器
系
機
能
の
低
下

⑩ 

実
際
の
歳
よ
り
歳
を
と
っ

て
見
え
る

な
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
成
長
期
の

子
供
達
の
発
育
に
も
影
響
し
ま

す
。
実
際
に
、
成
長
期
の
子
供

達
に
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

の
治
療
を
受
け
さ
せ
る
と
、
普

段
か
ら
の
姿
勢
が
良
く
な
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
集
中
力
が
増

す
、
睡
眠
の
質
が
向
上
す
る
、

運
動
能
力
の
向
上
、
成
長
ホ
ル

モ
ン
が
刺
激
さ
れ
背
が
伸
び
や

す
く
な
る
、
な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
て
身
体
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
姿
勢

を
良
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

見
か
け
だ
け
で
は
な
く
、
成
長

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
筋
骨
系
だ
け

で
は
な
く
、
内
臓
系
や
体
の
中

の
老
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た

め
に
は
何
よ
り
も
姿
勢
が
一
番

大
切
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

背
骨
の
中
に
は
空
洞
が
あ

り
、
そ
の
中
に
身
体
に
一
番
重

要
な
脊
髄
と
い
う
太
い
神
経
が

通
っ
て
い
ま
す
。
脳
か
ら
の
指

示
を
身
体
に
伝
え
る
た
め
の
軸

と
な
る
神
経
で
、
一
つ
一
つ
の

背
骨
の
隙
間
か
ら
さ
ら
に
枝
分

か
れ
し
て
、
私
た
ち
の
身
体
を

健
康
に
動
か
す
た
め
の
脳
か
ら

の
伝
達
を
し
て
い
ま
す
。
脳
か

ら
の
伝
達
を
ス
ム
ー
ズ
に
体
の

各
部
に
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち

の
身
体
は
健
康
を
保
て
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
軸
と
な
る
背
骨
が

姿
勢
を
良
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
へ

丸
く
な
っ
て
い
た
り
、
曲
が
っ

て
い
る
と
、
水
を
ま
く
ホ
ー
ス

が
捻
じ
れ
て
水
が
出
に
く
く
な

る
よ
う
に
、
脳
か
ら
の
神
経
伝

達
も
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
弱

い
身
体
、
動
け
な
い
身
体
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

は
、
背
骨
の
専
門
家
で
す
。
良

い
背
骨
づ
く
り
、
そ
し
て
、
よ

い
姿
勢
づ
く
り
、
そ
し
て
、
よ

り
良
い
健
康
の
た
め
に
、是
非
、

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
を
お

勧
め
し
ま
す
。

石
谷
三
佳
（
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ

ー
／
パ
ー
マ
ー
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
大
学
卒
・
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
医
学
部
専
門
課
程
修
了

／
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
で
石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
を
開
業
中

www.ishitaniclinic.com

）

 

Ｎ
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
番
号
は
個
人
税
申
告

書
の
申
請
で
し
か
取
れ
な
い
と

思
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
が
、
個
人

税
申
告
の
時
以
外
で
も
取
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
の
か
？
」
会
社

経
営
者
の
鬣
（
た
て
が
み
）
が

会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢

謙
吉
（
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、

通
称
・
譲
謙
）
に
お
も
む
ろ
に

尋
ね
た
。

　
「
は
い
、
あ
り
ま
す
。
そ
の

前
に
ま
ず
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
と
は
何

か
簡
単
に
復
習
、
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ

と

はIndividual Taxpayer 
Identifi cation Number

（
個

人
納
税
者
番
号
）
の
略
で
す
。

Social Security Number

（
Ｓ

Ｓ
Ｎ: 

社
会
保
障
番
号
）
を
取

得
で
き
な
い
外
国
人
が
個
人
税

の
申
告
書
を
申
告
す
る
た
め
に

で
き
た
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
日
本

に
住
ん
で
い
る
日
本
人
の
奥
様

と
夫
婦
合
算
申
告
を
す
る
場
合

や
、
日
本
人
の
お
子
様
が
Ｓ
Ｓ

Ｎ
を
取
れ
な
い
場
合
な
ど
に
子

女
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
る
場
合
な

ど
に
必
要
と
な
り
ま
す
」「
そ

う
か
、
そ
う
だ
っ
た
な
、
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｎ
な
い
人
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ

個
人
納
税
者
番
号
の
申
請
方
法

Ｎ
が
な
い
場
合
に
は
、
重
要
な

ナ
ン
バ
ー
じ
ゃ
。
ど
う
や
っ
て

申
請
す
る
ん
じ
ゃ
っ
た
か
の

ぅ
？
」「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
の
申
請
書

で
あ
るForm W

-7

と
必
要
書

類
を
確
定
申
告
書
に
添
付
し
て

米
国
内
国
歳
入
省
（
Ｉ
Ｒ
Ｓ
）

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
」「
そ
れ
じ
ゃ
個
人
税
の
確

定
申
告
書
の
申
告
以
外
で
Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
を
取
得
で
き
る
場
合
が
あ

る
の
か
の
う
？
」「
は
い
、
Ｉ

Ｔ
Ｉ
Ｎ
の
取
得
は
通
常
、
個
人

税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合

に
行
わ
れ
ま
す
が
、
例
外
的
な

Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
取
得
の
ケ
ー
ス
で

は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り

ま
す
。
①
年
金
の
受
け
取
り
、

②
使
用
料
の
受
け
取
り
、
③
配

当
金
の
受
け
取
り
で
す
。
こ
れ

ら
の
場
合
に
は
投
資
会
社
や
保

険
会
社
、
金
融
会
社
な
ど
の
源

泉
徴
収
義
務
者
か
ら
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ

の
提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
」「
そ

ん
な
時
に
は
ど
う
や
っ
て
Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
を
取
得
す
る
の
じ
ゃ
？
」

「
源
泉
徴
収
義
務
者
の
レ
タ
ー

にForm W
-7

と
必
要
書
類
を

添
付
し
て
申
請
し
ま
す
」「
わ

し
の
友
人
は
ア
メ
リ
カ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

な
ん
じ
ゃ
が
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
を
求

め
ら
れ
た
ら
し
い
ぞ
」「
そ
う

で
す
ね
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
保
有
す
る
資
産
か
ら
発
生
す

る
収
入
の
報
告
や
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
収
益
に
対
す
る
源
泉

徴
収
を
す
る
た
め
に
パ
ー
ト
ナ

ー
が
Ｓ
Ｓ
Ｎ
を
持
っ
て
い
な
い

場
合
に
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
を
求
め

て
き
ま
す
」「
そ
の
場
合
に
は
、

ど
う
や
っ
て
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
を
申
請

す
る
の
じ
ゃ
？
」「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
契
約
書
ま
た
は
、
リ

ミ
テ
ッ
ド
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
カ

ン
パ
ニ
ー
（
Ｌ
Ｌ
Ｃ
）
契
約
書

の
う
ち
申
請
者
が
パ
ー
ト
ナ
ー

ま
た
は
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
て
い
る
部
分
の

コ
ピ
ー
と
必
要
書
類
をForm 

W
-7

に
添
付
し
て
申
請
し
ま

す
」「
よ
く
わ
か
っ
た
。
友
人

に
教
え
て
あ
げ
よ
う
。
あ
り
が

と
う
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

　

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ズ
ン
が

到
来
す
る
と
、
家
族
に
と
っ
て

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
計
画
は
面
倒

な
作
業
に
な
る
。
目
的
地
、
宿

泊
施
設
、
交
通
手
段
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
、
食
事
場
所
な
ど
を

探
す
の
は
、
家
族
に
と
っ
て
、

特
に
子
供
が
い
る
場
合
は
大
変

な
こ
と
だ
。Go2Africa

は
、

家
族
連
れ
の
旅
行
が
よ
り
簡
単

に
な
る
よ
う
、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
集
計

し
、
子
供
連
れ
で
行
く
の
に
最

適
な
旅
行
先
を
調
査
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
世
界
で
最
も
子

供
連
れ
に
優
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン

を
探
し
て
い
る
人
た
ち
の
た
め

に
、
イ
ギ
リ
ス
の
首
都
ロ
ン
ド

ン
が
ト
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
が
調

査
に
よ
っ
て
わ
か
っ
た
。
2
位

は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
、「
バ

タ
ー
風
味
の
ペ
ス
ト
リ
ー
か
ら

肉
た
っ
ぷ
り
の
郷
土
料
理
ま

で
、
子
供
の
舌
を
満
足
さ
せ
る

に
違
い
な
い
料
理
の
数
々
」
を

提
供
し
て
い
る
。

　

３
位
は
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ

で
、
パ
ス
タ
や
ピ
ッ
ツ
ァ
の
種

類
が
豊
富
で
、
幅
広
い
年
齢
層

が
楽
し
め
る
と
い
う
。「
子
ど

も
向
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

子
ど
も
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
や
ハ

イ
チ
ェ
ア
を
用
意
し
、
く
つ
ろ

げ
る
環
境
を
整
え
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
は
4
位
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
5
位
で
、2,742

軒
の
子
連

れ
に
優
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ

る

子供に優しいレストランの
ある世界都市ランキング

NYは第５位

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://kkobo.com/
http://myriverside.net/home
https://www.hondag.com
http://www.yamagatadental.net/
http://www.ishitaniclinic.com
http://www.ishitaniclinic.com
http://www.ishitaniclinic.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
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７
月
１
日
作
成
義
務
の
Ｗ
Ｖ
Ｐ
Ｐ
と
８
月
１

日
作
成
義
務
の
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）

クイックUSA

181

先
情
報
を
含
む
。

危
険
の
特
定
と
評
価
：
定
期
的

な
検
査
、従
業
員
か
ら
の
報
告
、

危
険
要
因
の
評
価
を
行
う
。

危
険
の
修
正
：
危
険
が
発
見
さ

れ
た
場
合
の
迅
速
な
対
応
手

順
、
修
正
措
置
の
記
録
方
法
な

ど
を
定
め
る
。

事
件
後
の
対
応
と
調
査
：
事
件

後
の
現
場
訪
問
、
関
係
者
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
監
視
カ
メ
ラ
映

像
の
確
認
、
調
査
結
果
の
記
録

と
報
告
手
順
を
含
む
。

計
画
の
見
直
し
と
修
正
：
年
次

レ
ビ
ュ
ー
、事
件
後
の
見
直
し
、

必
要
に
応
じ
た
修
正
を
行
い
、

従
業
員
に
通
知
す
る
。

雇
用
者
の
報
告
義
務
：
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
規
則
に
基
づ
き
、

重
大
な
傷
害
や
死
亡
が
発
生
し

た
場
合
は
直
ち
にCal/OSHA

に
報
告
す
る
。

計
画
は
定
期
的
に
見
直
さ
れ
、

改
善
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

（
２
）
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ (Heat 

Illness Prevention Plan/

熱

中
症
予
防
計
画) 

の
概
要

プ
ラ
ン
作
成
期
限
：
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

は
24
年
８
月
１
日
ま
で
に
作
成

の
義
務
が
あ
る
。 

対
象
企
業
：
対
象
企
業
は
屋
外

で
仕
事
を
す
る
全
企
業
と
室
内

温
度
が
82
Ｆ
以
上
に
な
る
企
業

が
対
象
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン

等
の
厨
房
や
工
場
、
倉
庫
等
は

室
温
が
82
Ｆ
を
超
え
る
こ
と
が

多
い
の
で
対
象
と
な
る
か
確
認

が
必
要
で
あ
る
。

概
要
：
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
は
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
働
く
労
働
者
を

熱
中
症
か
ら
守
る
た
め
の
包
括

的
な
計
画
で
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
労
働
安
全
衛
生
局

（Cal/OSHA

）
が
規
定
す
る
こ

れ
ら
の
計
画
は
、
特
に
高
温
環

境
で
働
く
労
働
者
に
対
し
て
重

要
と
さ
れ
て
い
る
。 

主
要
な
要
素

監
視
と
管
理
：
高
温
環
境
下
で

の
作
業
中
に
労
働
者
の
状
態
を

定
期
的
に
監
視
し
、
必
要
に
応

じ
て
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
特
に
新
規
雇
用
者
や
高

温
作
業
に
不
慣
れ
な
労
働
者
に

は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

飲
料
水
の
提
供
：
労
働
者
が
常

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
場
所
に
十

分
な
飲
料
水
を
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
一
般
的
に
は

一
人
当
た
り
１
時
間
に
１
ク
ォ

ー
ト
（
約
０
・
95
リ
ッ
ト
ル
）

の
水
を
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
。

休
憩
の
提
供
：
労
働
者
が
高
温

環
境
で
作
業
を
行
う
場
合
、
定

期
的
に
日
陰
や
涼
し
い
場
所
で

休
憩
を
取
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
体
温
を
効

果
的
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

山
口 

憲
和

MBA, SHRM-SCP
Philosophy LLC President
www.919usa.com

*

他
の
雇
用
者
の
例

契
約
者
お
よ
び
下
請
け
業
者
：

現
場
で
特
定
の
作
業
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
た
め
に
雇

わ
れ
た
会
社
。

派
遣
会
社
：
主
要
な
雇
用
主
に

一
時
的
な
従
業
員
を
提
供
す
る

会
社
。

共
同
設
置
企
業
：
同
じ
建
物
や

エ
リ
ア
で
営
業
し
て
い
る
他
の

企
業
。

暴
力
事
件
報
告
手
順
：
す
べ
て

の
暴
力
事
件
や
脅
威
を
管
理
者

に
報
告
し
、
匿
名
で
の
報
告
手

段
も
提
供
す
る
。

緊
急
対
応
手
順
：
緊
急
事
態
の

通
知
方
法
、
避
難
計
画
、
連
絡

日
本
発
の
展
示
会

ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
セ
ン
タ
ー

DECO BOKO
　

日
本
の
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

を
、
1
万
人
以
上
の
来
場
者
に

直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
米
国
最
大

規
模
の
見
本
市
「
Ｎ
Ｙ 

Ｎ
Ｏ

Ｗ
」
に
、
北
米
初
の
「
日
本
商

材
専
門
」
展
示
会
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ　 

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
が
出
展
す
る
。
展
示

は
８
月
４
日
（
日
）
か
ら
７
日

（
水
）
ま
で
。
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｂ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
は
、
ノ
ー
ス
・
レ
ー
ン
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
本
社

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
レ
イ
エ
ス
真

梨
子
代
表
）
が
運
営
す
る
日
本

発
の
商
品
を
海
外
に
紹
介
す
る

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス
。
初

の
展
示
会
開
催
は
、
２
０
２
０

年
。
21
年
か
ら
は
、
毎
年
2
月

と
8
月
に
開
か
れ
る
「
Ｎ
Ｙ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
へ
の
参
加
も
開
始
。

個
性
的
で
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ

た
新
し
い
日
本
ブ
ラ
ン
ド
に
出

会
え
る
と
あ
っ
て
、
毎
回
ア
メ

リ
カ
の
一
流
バ
イ
ヤ
ー
が
多
数

ブ
ー
ス
を
訪
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
シ
ョ
ー
に
は
、
エ

リ
ア
に
特
化
し
た
２
つ
の
団

体
が
参
加
す
る
。
1
つ
は

「MAKING W
AVES W

ITH 
KANAGAWA

」。
東
京
都
に
隣

接
す
る
神
奈
川
県
は
昔
か
ら
モ

ノ
づ
く
り
が
盛
ん
で
、
今
も
伝

統
技
術
と
革
新
的
な
デ
ザ
イ
ン

が
融
合
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ

テ
ム
が
続
々
と
誕
生
す
る
地

域
。
書
家
が
毎
日
違
う
漢
字
を

記
し
、「
禅
」
の
美
に
触
れ
ら

れ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
ブ
ラ
ン
ド

「Koyomi

」
や
、
７
０
０
年
も

の
歴
史
を
誇
る
漆
塗
り
工
芸
品

「Kamakurabori SanSuiDo

」

な
ど
を
展
示
す
る
。
も
う
１

つ

は
、「KAWASAKI CITY 

STORE

」。
川
崎
市
は
、
歌

川
広
重
の
浮
世
絵
「
東
海
道

五
十
三
次
」
で
も
描
か
れ
た
、

歴
史
あ
る
町
。
上
質
で
シ
ン

プ
ル
な
鉄
製
キ
ャ
ン
プ
ギ
ア

ブ
ラ
ン
ド
「HORIZON

」
な

ど
、
日
本
の
工
業
化
・
近
代
化

を
支
え
て
き
た
川
崎
市
の
技
術

を
紹
介
す
る
。
ま
た
「
お
も
て

な
し
」
の
心
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
商
品
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

「Omotenashi Selection

」

の
ブ
ー
ス
も
出
展
す
る
。
日
本

の
ブ
ラ
ン
ド
を
ア
メ
リ
カ
市
場

に
届
け
る
こ
と
を
使
命
と
す

る
企
業
「BOUS

」
の
ブ
ー
ス

で
は
、
侍
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア

さ
れ
た
革
製
品
を
１
５
８
２

年
よ
り
作
り
続
け
る
「INDEN 

EST 1582

」
な
ど
を
紹
介
す

る
。
こ
の
ほ
か
、「
お
腹
を
温

め
る
」
こ
と
で
健
康
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
ハ
イ
ウ
ェ
ス
ト
パ

ン
ツ
「LUNDATTE

」
や
、
世

界
一
エ
コ
な
箸
を
追
求
す
る

「STYLE OF JAPAN

」
も
単

独
出
展
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
登
場

す
る
な
ど
今
年
も
ユ
ニ
ー
ク
か

つ
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
日
本

ブ
ラ
ン
ド
が
集
ま
る
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
は
８
月
19
日
（
月
）
午

後
８
時
か
ら
、「
２
０
２
４
年

米
国
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
最
前
線
ー
潜
在
顧
客
に
リ
ー

チ
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施

策
・
事
例
ー
」
と
題
し
た
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
を
行
う
。
長
期
化
す
る

円
安
と
日
本
へ
の
関
心
拡
大
に

よ
り
、
日
本
の
中
小
企
業
に
と

っ
て
は
世
界
最
大
の
市
場
と
も

い
え
る
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
・
進

出
を
進
め
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
っ
て
い
る
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

で
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
野

を
中
心
に
広
く
一
般
消
費
者
向

け
商
材
を
題
材
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
海
外
展
開
を
検
討
し
て
い

る
中
小
企
業
、
米
国
で
の
Ｅ
Ｃ

販
売
や
店
舗
出
店
な
ど
す
で
に

進
出
済
み
の
在
外
中
小
企
業
も

対
象
に
、
米
国
消
費
者
に
リ
ー

チ
す
る
上
で
効
果
的
な
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
・
事

例
を
取
り
上
げ
る
。
講
師
は
、

中
小
企
業
の
対
米
進
出

ジ
ェ
ト
ロ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー 4日から

ジ
ェ
ト
ロ
中
小
企
業
海
外
展
開

現
地
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

森
田
美
輝
氏
＝
写
真
＝
。
セ
ミ

ナ
ー
言
語
は
日
本
語
。
定
員

５
０
０
人
。

　

参
加
費
無
料
。
問

い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
９
９
７
・
０
４
０
０
、

Ｅ
メ
ー
ルpapt4@jetro.go.jp

（
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
、
担

当
：
堀
田
、石
井
、本
田
）
ま
で
。

申
し
込
み
・
詳
細
はhttps://

www.jetro.go.jp/events/
nya/5510d48bff28517f.
html

を
参
照
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市
経
済
開
発
公
社
（
Ｎ

Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）
は
、
Ｎ
Ｙ
市
フ

ェ
リ
ー
の
運
賃
を
９
月
９
日
か

ら
50
セ
ン
ト
値
上
げ
の
４
ド
ル

50
セ
ン
ト
に
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。
地
下
鉄
と
同
額
の
２
ド

ル
75
セ
ン
ト
だ
っ
た
フ
ェ
リ
ー

の
運
賃
は
２
０
２
２
年
、
低
所

■
『
6
月
の
米
個
人
消
費
支

出
、
イ
ン
フ
レ
率
は
わ
ず
か
に

低
下
、
労
働
市
場
の
減
速
に
伴

い
所
得
環
境
も
悪
化
』（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
発
）
＝
米
国
商
務
省

は
7
月
26
日
、
6
月
の
個
人
消

費
支
出
（
Ｐ
Ｃ
Ｅ
）
を
公
表
し

た
。
6
月
は
イ
ン
フ
レ
率
の
わ

ず
か
な
低
下
や
、
労
働
市
場
の

減
速
を
背
景
と
し
た
所
得
環
境

の
悪
化
な
ど
、
イ
ン
フ
レ
圧
力

低
下
の
継
続
を
示
唆
す
る
内

容
と
な
っ
た
。
■
『
米
商
務

省
、CHIPS

プ
ラ
ス
法
に
基
づ

き
、
米
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
最
大

手
ア
ム
コ
ー
へ
4
億
ド
ル
の
助

成
を
発
表
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

発
）
＝
米
国
商
務
省
は
7
月
26

日
、
米
国
を
拠
点
と
す
る
最
大

の
半
導
体
組
み
立
て
・
テ
ス
ト

（
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｔ
）
企
業
で
あ
る
ア

ム
コ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対

し
て
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
お
よ
び
科

学
法（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
プ
ラ
ス
法
）

に
基
づ
き
、
最
大
4
億
ド
ル
を

助
成
す
る
予
備
的
覚
書
（
Ｐ
Ｍ

Ｔ
）に
署
名
し
た
と
発
表
し
た
。

助
成
対
象
は
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
ピ

オ
リ
ア
市
で
の
先
端
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
・
テ
ス
ト
施
設
の
建
設
。

■
『
米
商
務
省
、
懸
念
さ
れ
る

外
国
の
安
全
保
障
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
輸
出
や
支
援
を
制
限
す

る
規
則
案
を
発
表
』（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
発
）
＝
米
国
商
務
省
産

業
安
全
保
障
局
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
は

7
月
25
日
、
国
家
安
全
保
障
の

確
保
と
人
権
保
護
を
目
的
に
、

懸
念
さ
れ
る
外
国
の
軍
事
・
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
安
全
保
障

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
輸
出
、
再

輸
出
、
支
援
な
ど
を
制
限
す
る

規
則
案
を
発
表
し
た
。
■
『
米

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
ホ
ー
ム

レ
ス
の
路
上
生
活
の
拠
点
の
撤

去
に
か
か
る
知
事
令
を
発
令
』

（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
）
＝

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ギ

ャ
ビ
ン
・
ニ
ュ
ー
サ
ム
知
事（
民

主
党
）
は
7
月
25
日
、
ホ
ー
ム

レ
ス
の
路
上
生
活
者
の
拠
点
の

早
期
撤
去
に
向
け
た
知
事
令
を

発
令
し
た
。
知
事
令
は
、
連
邦

最
高
裁
判
所
が
6
月
に
、
公
共

の
場
所
で
の
路
上
生
活
を
禁
止

す
る
オ
レ
ゴ
ン
州
グ
ラ
ン
ツ
パ

ス
市
の
法
令
を
容
認
し
た
こ
と

を
受
け
発
表
さ
れ
た
も
の
。
■

『
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
が
米
国
で

バ
イ
デ
ン
大
統
領
、
ハ
リ
ス
副

大
統
領
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

と
そ
れ
ぞ
れ
会
談
』（
テ
ル
ア

ビ
ブ
発
）
＝
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相

は
米
国
時
間
7
月
24
日
の
米
国

連
邦
議
会
で
の
演
説
後
、
25
日

に
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領

と
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
副
大
統
領
、

26
日
に
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ

前
大
統
領
と
会
談
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
７
月

29
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。

Ｅ
メ
ー
ル　

rept@jetro.
go.jp 得

や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
障

害
者
の
運
賃
を
補
助
し
利
用
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
Ｎ

Ｙ
Ｃ
フ
ェ
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ワ
ー

ド
」
計
画
の
一
環
と
し
て
、
観

光
客
や
一
般
利
用
者
の
料
金
を

４
ド
ル
に
上
げ
た
。

　

９
月
１
日
か
ら
、
約
35
万
人

の
高
校
生
の
運
賃
は
割
引
対
象

と
な
る
。
ま
た
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
フ
ェ

リ
ー
・
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
登
録
者
の
運
賃

は
10
セ
ン
ト
増
の
１
ド
ル
45
セ

ン
ト
と
な
る
。
そ
の
ほ
か
フ
ェ

リ
ー
の
料
金
、
割
引
制
度
の
申

請
な
ど
に
関
す
る
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

ferry.nyc

を
参
照
す
る
。

フェリー再び値上げ
４ドル 50セントに

https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:papt4@jetro.go.jp
mailto:papt4@jetro.go.jp
mailto:papt4@jetro.go.jp
mailto:papt4@jetro.go.jp
https://www
https://www
https://www.jetro.go.jp/events/nya/5510d48bff28517f.html
mailto:rept@jetro.go.jp
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在
米
日
本
国
大
使
館
は
今
年

２
月
、
米
国
で
日
本
語
学
習
者

が
約
1
万
７
０
０
０
人
い
る
と

公
表
し
た
。
ま
た
国
際
交
流
基

金
の
調
査
に
よ
る
と
教
育
機

関
は
２
０
１
８
年
に
米
国
で

１
４
４
６
あ
っ
た
が
21
年
に
は

１
２
４
１
と
２
０
５
機
関
が
減

少
し
た
も
の
の
、
日
本
語
教

師
数
は
、
２
０
１
８
年
の
約

４
０
０
０
人
か
ら
21
年
に
は
約

４
１
０
０
人
に
増
加
し
た
。

　
「
日
本
語
学
習
の
目
的
」
＝

別
表
＝
に
よ
る
と
、
日
本
の
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
文
化
や
旅

行
な
ど
の
人
気
の
高
い
学
習
目

的
が
大
き
な
動
機
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
ら
に
、
米
国
の
大
学
に
お

け
る
日
本
語
学
部
が
最
近
増
え

て
き
て
お
り
、
現
在
、
国
内
に

は
１
１
３
の
大
学
に
日
本
語
学

部
や
学
科
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
ひ
と
つ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
日

本
語
・
日
本
文
化
の
専
攻
学
料

が
、
高
等
教
育
に
お
け
る
日
本

語
学
習
の
良
い
実
例
だ
。

　

今
年
5
月
9
日
、
Ｎ
Ｙ
の
日

系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
各
分
野

で
活
動
す
る
日
本
人
を
訪
ね
、

日
本
文
化
や
日
本
語
の
研
究
を

し
た
時
の
成
果
を
発
表
し
た
。

同
大
学
で
は
、
学
生
た
ち
に
日

本
語
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

だ
け
で
は
な
く
、
日
本
文
化
や

社
会
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
機
会

を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
教
育
機
関
の
存

在
が
、
日
本
語
学
習
の
普
及
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
上
、
大

学
生
が
日
本
人
と
異
な
る
視
点

か
ら
、
日
本
の
こ
と
を
分
析
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
同
窓
会
組
織
で
あ
るUS JET Alumni Association 

(USJETAA)

も
日
本
語
の
普
及

に
貢
献
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

に
は
約
3
万
５
８
０
０
人
の
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
同
窓
生
が

お
り
、
日
本
語
学
習
者
の
強
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

る
。

　

特
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
同
窓
会

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
が
あ
り
、

イ
ベ
ン
ト
に
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
以
外
の

人
も
参
加
で
き
る
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。
日
本
の
グ
ロ
ー
バ

ル
シ
フ
ト
が
進
む
中
で
、
ア
メ

リ
カ
人
に
向
け
る
日
本
語
教
育

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
（
フ
ェ
デ
リ
コ
・
グ
ル
ソ
ン
）

　

反
核
・
反
原
発
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
盆
踊
り
平
和
祭
」
が
８

月
４
日
（
日
）
正
午
か
ら
午
後

８
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
キ
ン

グ
ス
ト
ン
市
に
あ
る
キ
ン
グ
ス

ト
ン
・
ポ
イ
ン
ト
・
ビ
ー
チ

（Kingston Point Beach, 53 Delaware Ave, Kingston, 
NY 12401

）
で
開
催
さ
れ
る
。

キ
ン
グ
ス
ト
ン
で
ラ
ー
メ
ン
・

タ
バ
ン
を
経
営
す
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
山
本
容
子
氏
と
鍛
金
彫

刻
家
の
大
下
寿
馬
氏
が
主
催
・

実
行
し
て
、
今
年
で
14
回
目
を

迎
え
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
正
午
か
ら
開
始

さ
れ
、
地
元
の
子
供
た
ち
の
空

手
演
武
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ

カ
ン
の
女
性
に
よ
る
ド
ラ
ム
が

披
露
さ
れ
、
書
道
、
幼
児
向
け

ス
イ
カ
割
り
、
ラ
ッ
フ
ル
な
ど

も
行
わ
れ
る
。
ア
ル
ス
タ
ー
郡

2018 年 2021年

学生たちによる日本語研究の発表会（５月９日、ハンターカレッジで）

日本語学ぶ１万7000人
全
米
１
１
３
大
学
に
コ
ー
ス

日
本
語
教
師
４
１
０
０
人
に
増
加

盆
踊
り

平
和
祭
８月４日

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
委
員
会

委
員
長
の
マ
ナ
・
ジ
ョ
ー
・
グ

リ
ー
ン
議
員
（
19
区
）
が
「
核

撤
廃
」
を
テ
ー
マ
に
ス
ピ
ー
チ

を
行
う
。「
核
の
な
い
未
来
」

を
ど
う
や
っ
て
実
現
す
る
か
の

討
論
会
も
行
わ
れ
る
。

　

バ
ー
リ
ン
ト
ン
太
鼓
の
演
奏

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
民
舞
座
の

踊
り
、
南
中
ソ
ー
ラ
ン
の
群
舞

な
ど
の
の
ち
、
午
後
６
時
か
ら

盆
踊
り
が
行
わ
れ
る
。そ
の
後
、

浄
土
真
宗
の
豊
田
勇
山
師
に
よ

る
平
和
祈
念
式
〜
般
若
心
経
唱

和
が
行
わ
れ
、
広
島
と
長
崎
へ

の
米
国
の
原
爆
投
下
の
犠
牲
者

と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
の

原
発
事
故
の
被
害
者
の
た
め
に

祈
り
を
捧
げ
る
。
最
後
に
ビ
ー

チ
で
「
希
望
の
炎
〜
ル
ミ
ナ
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
」
が
行
わ
れ
る
。　

　

入
場
は
無
料
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トwww.bonodori.

org

。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

８
４
５
・
８
５
３
・
８
３
０
６
、

Ｅ
メ
ー
ルbonodorimail@

gmail.com

ま
で
。

キ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ポ
イ
ン
ト
・
ビ
ー
チ
で
開
催

日本での将来の就職日本での将来の就職

日本への留学日本への留学
進級・受験・進学進級・受験・進学

日本語そのものへの興味日本語そのものへの興味

科学・技術への興味科学・技術への興味

政治・経済・社会などへの関心政治・経済・社会などへの関心
アニメ・マンガ・J-POPアニメ・マンガ・J-POP

歴史・文学・芸術などへの関心歴史・文学・芸術などへの関心

日本への観光旅行日本への観光旅行

200 400 600 800 1,000 1,200

日本語学習の目的

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraimama.com/
www.bonodori.org
mailto:bonodorimail@gmail.com


■ダック・ダービー
　ウェストチェスタ
ー郡の公園の保護・
改善を目指すＮＰＯ
財団「ＷＰＦ」主
催による初のダッ
クダービーで、ヨ
ンカースにあるティベッツブルック公園内のプールに約
１０００羽のラバーダックを放流して順位を競う。入場
料として大人はラバーダックを購入し（1羽 20 ドル、3
羽 45 ドル、10 羽１２５ドル）ダービーに参加する。収
益金は公園の湖の維持と再生費用に使われる。ダービー
の賞金は１位１０００ドル、2位・3位と最下位には賞品
が贈られる。各ダックには購入者に対応した番号が記さ
れるので、参加者はその場にいなくてもＯＫ。後日ＷＰ
Ｆから入賞通知が届く。イベントは 8月 1日（木）午後
5時 30 分から 7時 30 分まで（雨天の場合 7日に順延）。
会場には飲食の屋台のほか、バウンスハウスなど子供向
けアトラクションがあり、子供全員にアイスクリームが
無料で提供される。Tibbetts Brook Park（355 Midland 
Ave,Yonkers）
https://www.thewpf.org/events/duckderby
■ダッチェス・カウンティ・フェア
　ウェストチェスターの北がパトナム郡、その北のダッ
チェス郡が開催するお祭りで、今回１７８回目を迎える。
農業と酪農が盛んなダッチェス郡ならではのユニークな
アトラクションが満載。家畜の品評会、草競馬、警察犬
やフリスビー犬のデモンストレーション、バイクとＢＭ
Ｘのスタントショーのほか、ミニゴルフに農業のうんち
くを絡めた「アグリゴルフ」や簡易釣り堀などの参加型
アトラクション、子供向けふれあい動物園などなど。会

場では各種飲食店
とギフトショップ
のテントが並び、各
所で生演奏やジャ
グリングなどのパ
フォーマンスも行
われる。会期は８月
20日（火）から 25

（9）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）8月 3日（土）

ブルーバード
　ホワイトプレーンズから車で北へ約
30 分、クロスリバーにある自家製アイ
スクリームの店。オーナーのバーバラさ
んが少量ずつ作るアイスクリームは全
てオーガニックの材料を使用している。
元々は息子さんがシアトルにアイスクリ
ームショップをオープン、そのビジネス
を見ているうちに自分もショップ経営に
興味が湧き 13 年前に開店した。店名こ
そ同じだが、内容も経営も息子さんの店
とは全く別物。店内にはエスプレッソマ
シンがあり、オレゴン州ポートランドの
スタンプタウンのコーヒーが飲める。小
さな町の地味なモールの一角にあり、お
しゃれ感は全くないがコロナ禍を生き残
り、一人奮闘するバーバラさんを応援し
てあげたい。写真はスタンプタウン・コ
ーヒー（７ドル）。
Bluebird Homemade Ice Cream
 (19 N. Salem Rd. Cross River)
水・木 12:00-20:00、金 12:00-21:00、
土金 13:00-21:00、日 13:00-20:00、
月火クローズ
https://my-site-105222-109202.square.site/

ミミズ・ジェラート
　カタカナ表記にした店名に一瞬たじ
ろいでしまうが、この店はスカースデ
ールと隣町のクレストウッドで２店舗
を展開しているベーカリー「マーティ
ンズ」が経営するジェラート店で、新
鮮な材料を使用したジェラートを毎日
店内で作っている。ケースには定番
のバニラ、チョコレートをはじめ、季
節ごとのフルーツやナッツを使ったフ
レーバーが並び、プレゼンのユニーク
さも手伝って選ぶのに苦労してしま
う。写真はチェリーとマンゴーの盛り
合わせ（７ドル 75セント）。どちらも
濃厚なフルーツの風味ながら甘さ控え
めでペロッと完食。ベーカリーだけあ
って特製コーンも大人気だ。
Mimi’s Gelato 
(51 E. Parkway, Scarsdale)　
月～日 11:00-22:00
w w w . f a c e b o o k . c o m / p r o f i l e .
php?id=61550930947735

ボナボナ・アイスクリーム
　５歳の時に「シェフになる」と宣言し
たニック・ディ・ボナさん。レストラン
で修行をしつつ料理大学ＣＩＡでも学
び、レストランをオープン。人気料理番
組「チョップド」に出演、優勝し、新進
気鋭のシェフとして知られるようになっ
た。その後、シェフの仕事の中で一番楽
しいと感じるのはアイスクリーム作りだ
と気付いた彼はレストランを畳んでアイ
スクリームビジネスに方向転換。ウィリ
アムズバーグのスモーガスバーグに「ボ
ナボナ」を出店、イタリアのジェラート
とアメリカのアイスクリームを組み合わ
せたユニークなスタイルが人気を博し、
現在はポートチェスターに旗艦店を、２
店舗目をソマーズに構える。イタリアン
メレンゲを絞って炙ったトッピングは、
意外に甘くなく、クリーミーでスモーキ
ーな味わいが加味されて美味しい。
Bona Bona Ice Cream
 (10 Westchester Ave. Portchester)
月～木 14:00-22:00、
金・土 12:00-23:00、日 12:00-21:00
www.bonabonaicecream.com/

アイスクリーム編食べ歩き

日（日）まで、時間は午前 10時から午後 10時まで（最終日
の日曜日のみ午後８時まで）。移動遊園地のライドは午前 11
時から閉園まで。チケット 18ドル（11歳以下無料）、ライド
は別料金。会期前日までオンラインにて割引チケット販売中。
会場は Dutchess County Fairgrounds (6636 Springbrook Ave, 
Rte. 9, Rhinebeck)
https://dutchessfair.com/
■森林浴コンサート＆フェスティバル
　伝説の音楽イベント「ウッドストック」が開催されたのは
実はウッドストックではなく、サリバン郡べセルの農場で、
その跡地は現在、美術館や野外シアターを備えた「ベセルウ
ッズ芸術センター」となっている。その芸術センターから車
で５分ほどの農園を会場に９月７日（土）森林浴コンサート
が開催される。この森林浴コンサートは当農園で有機栽培の
花を育てている阿部かやさんが、４年前にコロナのパンデミ
ックで活動の場を失ったミュージシャン達を集めて始めたも
ので、その後毎年開催し、今回で４回目を迎える。
　コンサートは午後 4時 30分から、ジャズシンガーのマンデ
ー満ちるさんをメインアーティストに迎え、ミーシャ・ツィ

ガノフ（ピアノ）、ボリス・カズロ
フ（ベース）、ドナルド・エドワー
ズ（ドラム）らが演奏する。会場
では午後３時からお茶や生花、習
字、折り紙、手織り機のワークシ
ョップ（一部有料）が行われるほ
か、おにぎり、ビビンバ、フィリ
ピン料理と地元のアップルサイダ
ー、ハチミツ、日本酒の獺祭、陶芸、
京都しぼりエコバッグなどのベン
ダーが出店。コンサート終了後に
はスイカ割りを楽しむ。マンハッ
タンから車で約２時間、豊かな自然の
中で森林浴と共に楽しむ音楽と、アジアの文化に触れるユ
ニークなイベント。入場料としてひとり 20 ドルの寄付を募
る（18 歳以下無料）、犬も入場可。会場Momoglobalfl owers 
Biodynamic Flowers Farm （414 Swiss Hill Rd, Jeff ersonville）
イベント詳細とチケット https://gofund.me/16b4a59d　
問い合わせＥメールmomoglobalfl owersfarm@gmail.com まで。ローカル屋外イベント

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://www.thewpf.org/events/duckderby
https://my-site-105222-109202.square.site/
http://www.bonabonaicecream.com/
https://dutchessfair.com/
https://gofund.me/16b4a59d%E3%80%80
mailto:momoglobalflowersfarm@gmail.com
www.facebook.com/profile.php?id=61550930947735
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本
紙
経
済
面
に
隔
週
で
連
載

さ
れ
て
い
る
コ
ラ
ム
「
米
語

W
atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
が

出
版
さ
れ
た
。「
米
語
ウ
ォ
ッ

チ
・
ア
メ
リ
カ
の
『
今
』
を
読

み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
」

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
刊
）
だ
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
は
２
０
１
３
年

か
ら
始
ま
り
、「
米
語
」
を
表

題
に
し
て
読
者
に
ア
メ
リ
カ
の

現
状
と
変
化
を
刻
々
と
伝
え
、

好
評
を
博
し
て
き
た
。
６
年
前

に
、
第
１
弾
「
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
・
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア

メ
リ
カ
の
真
実
」
が
出
版
さ

れ
、
今
回
は
そ
の
後
に
書
か
れ

た
コ
ラ
ム
の
中
か
ら
１
３
１
を

選
び
、
内
容
を
更
新
し
て
本
に

し
た
も
の
。

　

本
書
は
、
文
化
・
生
活
、
社

会
、
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
、

政
治
・
法
律
の
４
章
に
分
か
れ

て
い
て
、
全
編
カ
ラ
ー
版
で
キ

ー
ワ
ー
ド
の
解
説
と
例
文
を
見

開
き
に
し
、
と
て
も
読
み
や
す

く
で
き
て
い
る
。　

　

著
者
に
よ
る
本
の
紹
介
は
こ

う
綴
ら
れ
る
。「
今
、
ア
メ
リ

カ
は
大
き
な
変
動
の
渦
中
に
あ

り
ま
す
。
保
守
派
と
進
歩
派
の

対
立
が
社
会
の
分
断
を
招
き
、

国
内
に
大
き
な
混
乱
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
人
種
間
対
立
、
犯
罪

対
策
、
銃
規
制
、
人
工
中
絶
、 

移
民
問
題
、
気
候
変
動
、
所
得

格
差
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
対
応
な
ど

の
課
題
で
論
議
が
沸
騰
し
て
い

ま
す
。
ま
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

収
束
に
伴
い
、ア
メ
リ
カ
社
会
・

文
化
に
は
多
様
な
新
し
い
現
象

が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
伴
う
興
味

深
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん

出
て
き
て
い
ま
す
」

　

最
近
の
コ
ラ
ム
の
中
で

は
、Hallucinate

（
Ａ
Ｉ
が

誤
っ
た
回
答
・
情
報
を
ば
ら

撒
く
）、Mocktail

（
ノ
ン
ア

ル
・
カ
ク
テ
ル
）、Spoiler 

Candidate

（
壊
し
屋
候
補
者
）、

DINKW
AD  

（ 

共
稼
ぎ
、
子
供

は
な
く
て
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
）、

Gambling Addiction

（
ギ
ャ

ン
ブ
ル
中
毒
）
な
ど
の
フ
レ
ー

ズ
が
読
者
の
関
心
を
惹
く
。

　

著
者
に
よ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
な
ど
の
主
要

紙
に
目
を
通
し
、
ア
メ
リ
カ
の

友
人
た
ち
と
の
会
話
の
中
か

ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
す
の
が

最
大
の
楽
し
み
だ
そ
う
だ
。

　

旦
英
夫
氏
は
総
合
商
社
駐
在

員
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
、

会
社
役
員
と
し
て
約
45
年
の
歳

月
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
て
き

た
。
弁
護
士
と
し
て
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
法
律
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
の
に
加
え
て
、
ア
メ
リ

カ
と
い
う
国
の
仕
組
み
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
成

功
に
導
く
と
同
時
に
リ
ス
ク
を

避
け
る
こ
と
を
大
事
に
し
た
と

の
こ
と
。
そ
の
中
か
ら
、
米
語

を
ベ
ー
ス
に
米
国
社
会
の
実
相

を
説
明
す
る
発
想
が
生
ま
れ
た

そ
う
だ
。

　

米
語
コ
ラ
ム
は
、
今
で
は
朝

日
新
聞
とAsahi W

eekly

に

も
「
米
国
が
分
か
る
キ
ー
ワ
ー

ド
」と
し
て
連
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
あ
し

た
の
ん
き
」
さ
ん
に
よ
る
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
イ
ラ
ス
ト
が

各
ペ
ー
ジ
を
飾
り
、
こ
の
本
を

非
常
に
楽
し
い
読
み
物
に
し
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
人
と
の
付
き

合
い
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、　

変
貌
す
る
ア
メ
リ
カ
の
「
今
」

を
理
解
す
る
た
め
に
、
貴
重
な

情
報
を
提
供
す
る
一
冊
と
言
え

る
。
米
国
で
は
、
今
週
か
ら
紀

伊
國
屋
書
店
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本

店
に
入
荷
し
、店
頭
に
並
ん
だ
。

９
月
に
は
同
書
店
で
著
者
、
旦

英
夫
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
と
著

者
サ
イ
ン
会
が
行
わ
れ
る
予
定

だ
。
言
葉
は
時
代
を
映
す
鏡
の

よ
う
な
存
在
。
鏡
に
映
っ
た
姿

を
見
て
今
を
感
じ
る
か
古
く
な

っ
た
と
感
じ
る
か
は
己
の
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
次
第
だ
。（
三
）

米国で続々と生まれる新語
旦 　英夫・著

 PHP エディターズ・グループ・刊

■明日、晴れますように　続七夜物語（川上 弘美、朝日
新聞社）小学４年生のさよは図書館で『七夜物語』という
本に導かれ、同級生の仄田くんと7つの夜をくぐりぬける。
それから30年、それぞれに家庭を持ち子供は4年生で同
じクラス。さよの息子と仄田くんの娘が今作の主人公とし
て冒険に出かける。■老後は上機嫌（池田清彦、南伸坊、
ちくま新書）イラストレーターの南伸坊と生物学者の池田
清彦は共に1947年生まれで長年交流があるが、正式に対
談したことはなかった。「つまらない」と「面白い」の違
い発見のよろこび、変化を歓迎する、頑張るのはNGなど
朗らかに面白く長い人生を生きるヒントが満載。■インド
哲学式 悩まない習慣（大塚和彦、新星出版社）「インド哲学っ
てそもそも何？」、「カルマの法則とかなんとなく怖い」と
ネガティブな印象もあるインド哲学。人が生きている限り
切り離せないものが悩みである。インド哲学の智慧を借り
て悩みの連鎖から自由になる考え方と、誰とでも仲良くす
る必要はなく受け流す重要性を説く。■よって件のごとし 
三島屋変調百物語八之続（宮部みゆき、角川書店）江戸は
神田三島町にある袋物屋の三島屋は風変わりな百物語をし
ている。語り手も聞き手も一人、話は外には漏らさず「語っ
て語り捨て、聞いて聞き捨て」。三島屋の富次郎は妻の出
産を控えしばらく百物語を休むことにした。休止前の語り
手は商人風の老人と盲目の妻。老人はかつて暮らした村でおきた「ひとでな
し」にまつわる顛末を語りだす。■誰にも負けない努力 （稲盛和夫、PHP研
究所）タイトル『誰にも負けない努力』は稲盛和夫の人生を最も端的に表し
ている言葉だという。「もともと類い稀な能力など持ち合わせない私は、自
らの人生において、ただこのことに努めてきたに過ぎない」と語る。至高の
指導者より放たれる43話のリーダー論。■東大物理学者が教える「考える力」
の鍛え方 （上田 正仁 、PHP文庫）社会で求められているのは、問題発見型
の人間で、「考える力」のある人だ。考えるプロである理論物理学者の著者が、
長年、東京大学の教壇で実際に生徒たちと接することで培った「考える力」
を養うために必要な3つの力を鍛えるためのノウハウを伝授する。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊国屋書店NY本店

　

待
望
の
続
編
長
編
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
面
白
く
老
後
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
が
満
載
の
対
談
。

受
け
流
す
方
法
を
伝
授
す
る
イ
ン
ド
哲
学
。
宮
部
み
ゆ
き
の
百
物
語
第
８
弾
。
稲
盛
和
夫

の
ど
真
剣
リ
ー
ダ
ー
論
。
東
大
教
授
が
教
え
る
考
え
る
力
の
鍛
錬
法
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

   

海
底
に
住
ん
で
い
る
自
己
中

心
的
（Selfi sh

）
な
タ
ラ
バ
ガ

ニ
（Shellfi sh

）
の
ケ
イ
レ
ブ
。

住
処
と
し
て
い
る
海
底
に
は
ス

ト
ロ
ー
や
カ
ッ
プ
な
ど
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
や
空
き
缶
・
空

き
瓶
、
マ
ス
ク
な
ど
の
ゴ
ミ
が

散
乱
し
、
海
を
汚
染
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
必
死
に
生
き
て

い
る
ほ
か
の
貝
や
魚
た
ち
だ
っ

た
が
、
食
べ
物
を
見
つ
け
ら
れ

ず
死
ん
で
い
く
。
仲
間
の
こ
と

を
心
配
し
た
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
レ

ニ
ー
は
ケ
イ
レ
ブ
に
会
い
に
行

き
、
問
題
を
解
決
す
る
方
法
を

一
緒
に
探
ろ
う
と
誘
う
が
、
ケ

イ
レ
ブ
は
自
分
に
は
関
係
な
い

と
聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
し
か

し
あ
る
日
、
ケ
イ
レ
ブ
は
人
間

の
仕
掛
け
た
罠
に
か
か
っ
て
動

け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
仲
間

た
ち
は
身
勝
手
な
ケ
イ
レ
ブ
を

助
け
に
い
く
の
だ
ろ
う
か
？

　

病
ん
だ
海
を
癒
す
解
決
策
を

見
つ
け
る
た
め
に
仲
間
た
ち
が

行
動
を
起
こ
し
た
と
き
、
そ
の

気
持
ち
を
分
か
ち
合
い
、
思
い

や
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て

教
訓
を
得
る
ス
ト
ー
リ
ー
。
自

分
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ

る
人
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
。　
　
（
高
田
）

海
を
保
護
す
る
重
要
性
と
友
情
を
学
ぶ

 『The Selfi sh Shellfi sh and the Sick Sea』
 Written by Andrea Harrison
Published by Andrea Harrison

https://usa.kinokuniya.com/
https://artofhaiku.org/
http://www.ishitaniclinic.com/
tel:2122136069


ア
ー
ト
の
力
を
信
じ
て
こ
れ
か
ら
も
生
き
る

（11）　　 ［NY生活ウーマン］ 2024年（令和 6年）8月 3日（土）

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
パ
ー
ク
ス

ロ
ー
プ
に
あ
る
非
営
利
団
体
Ｊ

コ
ラ
ボ
で
、
６
月
21
日
か
ら
８

月
25
日
ま
で
個
展
を
開
催
し
て

い
る
。
同
所
は
日
米
文
化
交
流

研
究
所
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ー
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ラ
ボ
」
と
し
て
こ
の
ほ
ど
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の

で
、
そ
の
開
幕
初
日
に
来
館
者

た
ち
を
魅
了
し
た
の
が
１
階
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
吉
澤

舞
子
さ
ん
の
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ

ィ
ン
グ
の
実
演
だ
っ
た
。

　

千
葉
県
出
身
で
、
２
０
０
８

年
に
女
子
美
術
大
学
短
期
大
学

部
造
形
学
科
絵
画
専
攻
で
卒

業
、
多
摩
美
術
大
学
美
術
学
部

絵
画
学
科
日
本
画
専
攻
三
年
次

に
編
入
し
、
在
学
中
に
雪
梁
舎

美
術
館
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
賞
展
ビ

ア
ン
キ
賞
を
受
賞
、
11
年
に
１

か
月
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
研
修
滞

在
を
し
た
。
12
年
に
多
摩
美
術

大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
絵
画

専
攻
日
本
画
研
究
領
域
修
了
。

　

日
本
国
内
で
は
秋
野
不
矩
美

術
館
『
加
山
又
造
と
継
承
者
た

ち
ー
新
た
な
地
平
を
求
め
て

ー
』（
２
０
２
３
）
ほ
か
数
多

く
の
作
品
展
を
開
催
し
て
い
る

が
、
最
近
で
は
ポ
ー
ラ
本
社
食

堂
に
『
エ
ル
ピ
ス
の
花
冠
』
が

所
蔵
さ
れ
、
企
業
の
シ
ン
ボ
ル

ロ
ゴ
な
ど
も
手
が
け
る
現
代
日

本
画
家
だ
。

　

大
学
卒
業
当
時
は
、
感
覚
と

し
て
、
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
を
満
た

す
行
為
を
官
能
、方
法
と
し
て
、

欠
如
し
た
も
の
を
取
り
入
れ
る

行
為
を
生
殖
と
考
え
、
制
作
す

る
動
機
と
そ
れ
ら
の
行
為
は
、

非
常
に
近
し
い
も
の
と
感
じ
て

い
た
が
、
現
在
は
、
当
初
の
テ

ー
マ
か
ら
少
し
は
な
れ
て
東
洋

医
学
、
全
体
と
し
て
生
き
る
こ

と
へ
の
表
現
を
主
軸
に
し
て
い

る
。
内
経
図
と
い
う
医
学
解
剖

図
が
あ
っ
て
、
西
洋
医
学
の
よ

う
に
く
ま
な
く
光
を
当
て
悪
い

部
分
を
取
る
と
い
う
の
で
は
な

く
循
環
を
よ
く
す
る
方
法
で
、

漢
方
の
よ
う
な
自
浄
作
用
で
自

己
と
他
者
、
個
と
社
会
の
か
か

わ
り
を
取
り
上
げ
る
。
絵
も
ま

た
循
環
を
よ
く
し
な
い
と
い
け

な
い
対
象
で
あ
り
、
感
情
を
吐

き
出
す
、
自
分
に
と
っ
て
絵
は

箱
庭
療
法
で
も
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
生
で
は
絵
が

自
分
を
救
っ
て
く
れ
た
と
思
っ

て
い
る
。
紆
余
曲
折
あ
っ
た
20

代
の
な
か
で
、
絵
が
神
様
み
た

い
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

感
情
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
い
ろ
ん

な
感
情
、
蓄
積
さ
れ
た
物
語
を

作
品
に
詰
め
込
む
。

　
「
私
の
作
品
は
、
自
己
の
体

験
を
受
け
入
れ
、
認
識
し
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
構
築
し

て
い
く
過
程
を
テ
ー
マ
に
し
て

い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
日

本
の
自
然
環
境
と
、
そ
の
中
で

の
人
々
の
生
き
方
に
深
く
根
ざ

し
て
い
ま
す
。
日
本
は
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
地
震
や
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
と
も
共
存
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
自

然
の
力
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
に

順
応
す
る
こ
と
で
、
強
靭
さ
と

調
和
の
精
神
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
毎
日
絵
日
記
の
よ
う
に
言

葉
や
文
章
を
描
き
溜
め
、
そ
れ

を
本
画
で
組
み
合
わ
せ
な
が
ら

絵
を
作
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が

進
む
時
代
に
お
い
て
、
自
ら
の

中
に
蓄
積
さ
れ
た
物
語
を
平
面

の
中
で
再
構
築
し
、
そ
れ
を
発

表
す
る
こ
と
で
絵
画
の
持
つ
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
で
す
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
ば
か
り
で
日
本
で
過

ご
し
た
時
間
を
自
分
の
た
め
に

少
し
だ
け
使
う
つ
も
り
だ
。
こ

の
地
で
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
も
の

に
よ
っ
て
自
分
の
中
に
ど
の
よ

う
な
ケ
ミ
カ
ル
の
変
化
が
起
こ

る
の
か
は
ま
だ
現
在
進
行
中
の

身
に
は
分
か
ら
な
い
。
8
月
４

日
に
は
、
ヨ
ガ
の
イ
ベ
ン
ト
と

ア
フ
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
作
品

展
示
会
場
で
あ
る
。
こ
の
地
に

お
け
る
人
と
の
出
会
い
も
ま
た

楽
し
み
だ
と
い
う
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ＮＹで個展開催中の日本画家

吉澤 舞子さん

　

暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　

今
回
は
ベ
ン
ゾ
イ
ン
の
香

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
安
息
香

（
あ
ん
そ
く
こ
う
）
と
呼
ば
れ
、

語
源
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
読

ん
で
字
の
如
く
、
息
が
安
ま
る

香
り
で
す
。
安
息
香
の
木
は
東

南
ア
ジ
ア
の
比
較
的
標
高
の

高
い
所
が
主
な
産
地
で
、
高
さ

10
〜
30
メ
ー
ト
ル
に
成
長
す

る
高
木
で
す
。
木
に
切
り
込
み

を
入
れ
る
と
自
ら
を
保
護
す

る
た
め
に
樹
脂
を
産
生
し
、
そ

れ
が
に
じ
み
出
し
傷
口
を
ふ

さ
ぎ
ま
す
。
そ
の
樹
脂
が
乾
固

し
た
も
の
を
採
取
し
ま
す
。
約

7
年
で
高
さ
５
〜
６
メ
ー
ト

ル
に
成
長
し
採
集
可
能
と
な

り
、
10
年
目
を
過
ぎ
た
頃
か
ら

量
が
増
大
し
、
若
樹
の
10
〜
20

年
目
が
量
的
質
的
に
最
良
の

樹
脂
が
採
れ
る
そ
う
で
す
。
こ

の
樹
脂
は
昔
か
ら
世
界
各
地

に
輸
出
さ
れ
広
く
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
宗
教
儀
式
で
焚
か

れ
た
り
、
気
管
支
系
の
不
調
な

時
に
焚
い
て
吸
い
込
ん
だ
り
、

皮
膚
炎
や
ひ
び
割
れ
た
皮
ふ

の
塗
り
薬
の
原
料
と
し
て
使

わ
れ
ま
し
た
。
薫
香
や
香
水
に

お
い
て
も
ベ
ン
ゾ
イ
ン
は
数

少
な
い”

甘
い
香
り”

の
ひ
と

つ
で
、
濃
厚
な
甘
さ
の
中
に
、

糖
蜜
、
バ
ニ
ラ
、
シ
ナ
モ
ン
、

ビ
タ
ー
ア
ー
モ
ン
ド
、
イ
ラ
ン

イ
ラ
ン
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

ウ
ッ
デ
ィ
、
パ
ウ
ダ
リ
ー
な
特

徴
が
あ
り
、
香
り
の
持
続
性
も

強
く
香
水
の
保
留
剤
と
し
て

も
適
し
て
い
ま
す
。

安
息
香
ー
ま
さ
に
呼
吸
が
楽

に
な
り
、
心
が
安
ま
る
香
り
で

す
。
残
り
の
夏
も
お
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
！

　
　

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ

ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を
実

施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

91

ベ
ン
ゾ
イ
ン　

安
息
香
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７
月
26
日
、
こ
ど
も
の
く
に

幼
稚
園
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で

夏
祭
り
が
行
わ
れ
た
。「
お
祭

り
が
楽
し
み
で
な
か
な
か
寝
ら

れ
な
か
っ
た
！
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
る
中
、
は
っ
ぴ
を
来
て

練
り
歩
く
子
ど
も
た
ち
の
「
わ

っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
！
」

と
い
う
元
気
な
声
で
夏
祭
り
が

始
ま
っ
た
。
１
８
２
人
が
参
加

し
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
や
ダ
ッ
ク

す
く
い
、
お
面
作
り
に
コ
マ
作

り
、
エ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
、
ボ
ー
リ

ン
グ
や
輪
投
げ
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
食
べ

た
り
、
自
分
で
わ
た
あ
め
作
り

に
挑
戦
し
た
り
と
お
祭
り
気
分

を
味
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
お
話

会
や
太
鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
あ

り
、
親
子
で
楽
し
む
姿
が
見
ら

れ
た
。
最
後
は
み
ん
な
で
盆
踊

り
を
し
て
、
思
い
出
に
残
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
日
本
の
夏
体

験
を
過
ご
し
た
。

こどものくに幼稚園
みんなで盆踊りも

楽しい夏祭り
わっしょい！

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
に
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
（
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
総
合
デ
ィ
レ
ク

タ
ー 

笠
間
将
平
）
が
主
催
す

る
２
０
２
４
年
度
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
が
、
7
月
26
日
に
最
終
日

を
迎
え
た
。
今
年
も
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
、
参
加

者
た
ち
は
充
実
し
た
5
週
間
を

過
ご
し
た
。

 

小
学
部
（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

都

築　

功
二
郎
）
に
は
前
期
と
後

期
を
合
わ
せ
て
約
80
人
の
児
童

が
参
加
。
前
期
で
は
「
実
験
探

究
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
理
科
実

験
、
ク
ラ
ス
対
抗
の
育
英
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
気
球
に
乗
っ
て
探

検
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

図
工
、
日
本
語
・
英
語
選
択
可

能
な
言
葉
の
時
間
、
日
本
式
の

指
導
法
で
行
わ
れ
る
レ
ベ
ル
別

の
水
泳
教
室
、
遠
足
や
宿
泊
キ

ャ
ン
プ
な
ど
、
多
彩
な
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
が
行
わ
れ
、
毎
日
、

子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声

が
響
き
渡
っ
て
い
た
。

　
７
月
２
日
（
火
）
か
ら
の
１

泊
２
日
の
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
で

は
、ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
や
ボ
ー
ト
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
な
ど

大
自
然
を
満
喫
で
き
る
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
が
提
供
さ
れ
た
。
ま

た
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
具
材
を
話

し
合
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー

作
り
を
行
い
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
で
は
歌
や
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
だ
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
初

日
は
少
し
緊
張
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
も
、
こ
の
数
週
間
で
友

達
と
の
絆
を
深
め
、
明
る
く
笑

顔
で
活
動
す
る
姿
が
見
ら
れ

た
。

 　
前
期
日
程
の
終
盤
に
は
、

日
本
の
お
祭
り
を
忠
実
に
再
現

し
た
縁
日
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
露

店
が
賑
わ
っ
た
。
最
終
日
に
は

和
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
全
員

で
踊
る
現
代
版
ソ
ー
ラ
ン
節
を

披
露
。
練
習
の
成
果
を
発
表
す

る
水
泳
発
表
会
な
ど
も
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
前
期
期
間

で
学
び
練
習
し
た
こ
と
を
発
表

す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
た
。

　

6
月
28
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た

幼
児
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
デ

ィ
レ
ク
タ
ー 

青
砥
亮
太
）。
前

期
3
週
間
は
「
刺
激
的
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
教
室
や
ダ
ン

ス
、
製
作
活
動
な
ど
、
幼
児
向

け
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

活
動
が
行
わ
れ
た
。
流
し
そ
う

め
ん
な
ど
日
本
の
文
化
体
験
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
大
い
に

楽
し
ん
だ
。

　

後
期
2
週
間
の
テ
ー
マ
は

「
刺
激
的
な
ア
ス
リ
ー
ト
！
」。

幼
児
期
に
必
要
な
36
種
類
の
基

本
動
作
を
取
り
入
れ
た
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
動
き
、
移
動
す
る
動

き
、
用
具
を
操
作
す
る
動
き
な

ど
、
多
彩
な
動
き
を
遊
び
な
が

ら
学
ぶ
時
間
と
な
っ
た
。
テ
ー

マ
に
基
づ
く
遠
足
も
充
実
。
博

物
館
、
動
物
園
、
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
施
設
、
湖
の
ビ
ー
チ
な
ど
、

毎
週
異
な
る
目
的
地
で
の
活
動

が
用
意
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち

は
学
齢
に
応
じ
た
多
彩
な
体
験

を
楽
し
ん
だ
。
幼
児
部
と
小
学

部
が
合
同
で
行
っ
た
縁
日
も
大

盛
況
。
輪
投
げ
、
千
本
く
じ
、

型
抜
き
、
か
き
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー

す
く
い
な
ど
、
日
本
の
夏
祭
り

を
再
現
し
、
子
ど
も
た
ち
は
ま

る
で
日
本
に
い
る
か
の
よ
う
な

時
間
を
過
ご
し
た
。

　

今
年
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
も

5
週
間
を
通
じ
て
充
実
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は
毎

年
、
全
日
制
の
夏
季
休
暇
期
間

（
6
月
末
〜
8
月
中
旬
）
に
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
お

り
、
例
年
2
月
初
旬
に
申
し
込

み
を
開
始
す
る
。
現
在
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ

ミ
ー
校
で
も
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

が
8
月
末
ま
で
実
施
中
。
Ｎ
Ｙ

育
英
学
園
で
は
、
年
間
を
通
し

て
多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
お
り
、
大
人
気
の
ス

キ
ー
キ
ャ
ン
プ
も
近
日
中
に
申

し
込
み
が
開
始
さ
れ
る
予
定
。

NY育英学園で
5週間の体験

実
り
多
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

刺
激
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

毎
年
児
童
に
人
気

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://miray109.com/
tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://jp.lyceumkennedy.org/
tel:2122136069
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こ
ん
に
ち
は
。
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校
の
川
村
で
す
。

今
月
は
６
月
に
引
き
続
き
、
中

学
入
試
に
お
け
る
「
５
つ
の
受

験
パ
タ
ー
ン
」
に
つ
い
て
説
明

い
た
し
ま
す
。
帰
国
生
中
学
入

試
に
お
け
る
受
験
科
目
パ
タ
ー

ン
は
、
①
英
語
型　

②
３
科
型

（
英
算
国
）　

③
２
科
型　

④
４

科
型
（
算
国
理
社
）　

⑤
独
自

型
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
回
は
「
そ
の
２
」
と
し

て
、
上
記
の
う
ち
、
③
④
を
取

り
上
げ
て
説
明
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。（
①
②
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生

活
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

ま
ず
、
③
２
科
型
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
文
字
通
り
、
２
科
目

で
勝
負
す
る
入
試
と
な
り
ま

す
。
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
一
般
入
試
と
帰
国

生
入
試
が
「
同
一
日
程
で
行
わ

れ
て
い
る
」
か
「
別
日
程
で
行

わ
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
前
者
の
場
合
は
、
一
般

入
試
と
同
じ
問
題
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
一
方

で
校
舎
の
場
合
は
、
一
般
入
試

と
は
切
り
分
け
て
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
一
般
入
試
よ
り
は
や

や
易
し
い
問
題
が
出
題
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
代
表
的
な

学
校
は
、
聖
光
学
院
（
英
語
か

国
語
の
選
択
・
算
数
）・
海
城

Ａ
方
式（
国
語
・
算
数
＋
面
接
）・

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
（
国
語
・

「
５
つ
の
受
験
科
目

パ
タ
ー
ン　

そ
の
２
」

3

算
数
・
面
接
の
２
科
目
受
験
）

で
す
。

　

次
に
、
④
4
科
型
で
す
が
、

こ
ち
ら
も
文
字
通
り
、
４
科

目
（
国
語
・
算
数
・
理
科
・
社

会
）
で
勝
負
す
る
入
試
と
な
り

ま
す
。
一
部
例
外
が
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
一
般
入
試
と

同
一
日
程
で
行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
一
般
入
試
と
同
じ
問
題
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
国
内
の
一
般
入
試
受

験
者
と
同
程
度
の
学
力
が
必
要

に
な
る
と
お
考
え
下
さ
い
。
代

表
的
な
学
校
は
、
慶
應
湘
南
藤

沢
・
都
市
大
付
属
・
鷗
友
学
園

で
す
。

　

こ
こ
で
気
を
付
け
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
、
１
つ
の
学
校
で

も
複
数
の
受
験
形
態
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
慶
應

湘
南
藤
沢
は
、
３
科
目
（
国
算

英
）
か
４
科
目
（
国
算
理
社
）

か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
子
様
の
力
が
発
揮
で
き
る
受

験
形
態
を
選
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま

す
。
９
月
は
「
帰
国
生
高
校
受

験
③　

受
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

考
え
方
」、
そ
し
て
10
月
に
は

「
帰
国
生
中
学
受
験
④　

５
つ

の
受
験
科
目
パ
タ
ー
ン　

そ
の

3
」
に
つ
い
て
お
伝
え
い
た
し

ま
す
。
次
回
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

７
月
25
日
、
記
録
的
に
増
加
し

て
い
る
無
賃
乗
車
問
題
の
対
策

の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
公
立

校
に
通
う
学
生
を
対
象
に
し
た

地
下
鉄
乗
車
無
料
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
拡
大
を
発
表
し
た
。
８
月
か

ら
始
ま
る
新
た
な
取
り
組
み
で

は
、
１
９
９
７
年
以
降
学
校
で

発
行
し
て
い
た
学
生
用
メ
ト
ロ

カ
ー
ド
の
代
わ
り
に
、
下
部

に
「Student

」
と
記
さ
れ
た

緑
色
の
非
接
触
型
決
済
の
Ｏ
Ｍ

Ｎ
Ｙ
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
。
こ

れ
ま
で
は
無
料
で
乗
車
で
き
る

回
数
は
１
日
３
回
ま
で
、
利
用

時
間
は
学
期
登
校
日
の
午
前
５

時
半
か
ら
午
後
８
時
半
ま
で
に

限
ら
れ
て
い
た
が
、
新
カ
ー
ド

は
休
日
や
週
末
に
限
ら
ず
年
間

３
６
５
日
、
24
時
間
、
１
日
４

回
ま
で
利
用
で
き
る
。
地
下
鉄

全
線
の
ほ
か
、
ス
タ
テ
ン
島
鉄

道
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ラ

ン
ド
・
ト
ラ
ム
ウ
エ
ー
、
ハ
ド

ソ
ン
線
で
も
利
用
で
き
る
。

　

ヤ
ン
ノ
・
リ
ー
バ
ー
Ｍ
Ｔ
Ａ

局
長
と
記
者
会
見
を
行
っ
た
エ

リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長

は
「
学
生
た
ち
は
登
校
す
る
た

め
、
妹
や
弟
を
迎
え
に
行
く
た

め
、
放
課
後
や
夏
休
み
の
ア
ル

バ
イ
ト
に
行
く
た
め
の
十
分
な

交
通
費
が
な
く
、
必
要
に
迫
ら

れ
て
無
賃
乗
車
を
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
新
カ
ー
ド
は
、
特

に
低
所
得
家
庭
に
と
っ
て
ゲ
ー

ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
な
る
だ
ろ

う
」
と
話
し
た
。
同
局
の
無
賃

乗
車
が
原
因
の
損
失
は
、
昨
年

６
億
９
０
０
０
万
ド
ル
に
達
し

た
。
無
賃
乗
車
は
特
に
下
校
時

間
の
午
後
３
、４
時
に
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
生
の
交

通
費
援
助
の
決
定
に
至
っ
た
と

い
う
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
、
２
０
２
０
年
末

ま
で
に
全
て
の
地
下
鉄
の
改
札

や
バ
ス
に
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
支
払
い
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
た
が
、
現

在
、
地
下
鉄
乗
客
の
50
％
以
上

が
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

い
る
と
い
う
。Ｍ
Ｔ
Ａ
は
当
初
、

２
０
２
３
年
に
メ
ト
ロ
カ
ー
ド

を
廃
止
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
に
高
齢
者
向
け
割
引

な
ど
統
合
す
る
課
題
の
た
め
、

メ
ト
ロ
カ
ー
ド
の
廃
止
は
無
期

限
に
延
期
さ
れ
た
。

地下鉄無賃乗車対策

OMNYカード支給 学
生
の
乗
車

１
日
４
回
無
料

　

日
本
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活

動
す
る
料
理
研
究
家
の
千
葉
真

知
子
さ
ん
が
７
月
10
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
本
間
空
手
道
場

（
本
間
雅
彦
会
長
）
で
和
菓
子

の
指
導
を
行
っ
た
。
当
日
は
、

生
徒
９
人
が
お
干
菓
子
、
練
り

切
り
を
体
験
し
た
。

　

千
葉
さ
ん
は
、
国
内
外
の
学

校
で
は
和
菓
子
の
解
説
や
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
こ

と
は
あ
る
が
、
空
手
道
場
で
の

指
導
は
初
め
て
。
空
手
道
場
と

い
っ
て
も
空
手
を
指
導
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
日
本
文
化
と
食

文
化
の
両
方
を
紹
介
す
る
と
あ

っ
て
、
指
導
を
受
け
る
子
供
た

ち
も
興
味
津
々
。
道
場
の
和
の

テ
イ
ス
ト
が
す
る
空
間
で
、
空

手
を
学
ぶ
子
供
た
ち
が
大
き
な

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
運
び
入

れ
、
テ
ー
ブ
ル
を
拭
く
と
す
ぐ

に
水
や
お
し
ぼ
り
を
用
意
、
和

菓
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
は

あ
っ
と
い
う
間
に
で
き
あ
が
っ

た
。

　

子
供
た
ち
は
テ
ー
ブ
ル
の
前

に
立
ち
並
び
、大
き
な
声
で「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
挨
拶
。

道
場
で
学
ぶ
子
供
た
ち
は
全
員

米
国
で
育
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
だ

が
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る

空
手
道
を
学
び
な
が
ら
、
礼
儀

作
法
も
正
し
い
言
葉
使
い
も
習

得
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

　

今
回
、
空
手
道
場
の
子
供
た

ち
に
和
菓
子
の
指
導
を
す
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
長
野

県
松
本
に
あ
る
リ
ー
ダ
ー
養

成
の
学
校
と
し
て
有
名
な
才

教
学
園
の
紹
介
。
千
葉
さ
ん

が
、
日
本
の
学
校
と
し
て
初
め

て
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育(Science, 

Technology ,Engineering

、

Art

、Math)

を
導
入
し
て
い

る
同
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た

関
係
か
ら
、
こ
の
空
手
道
場
で

の
和
菓
子
の
指
導
の
提
案
を
受

け
た
と
い
う
。

　

千
葉
さ
ん
は
「
す
べ
て
の
面

で
生
徒
た
ち
の
礼
儀
作
法
が
と

て
も
行
き
届
い
て
い
て
、
和
菓

子
を
作
る
と
き
の
相
手
に
対
す

る
思
い
や
り
な
ど
に
も
あ
ら
わ

れ
、
生
徒
た
ち
は
、
和
菓
子
の

材
料
を
手
に
し
た
と
き
に
他
の

人
の
材
料
に
も
ち
ゃ
ん
と
気
配

り
を
し
て
く
れ
た
の
に
は
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
皆
ア
イ

デ
ア
に
富
み
、
お
干
菓
子
と
練

り
き
り
の
そ
れ
ぞ
れ
違
う
材
料

を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
新
し
い
作
品

ま
で
作
り
出
し
て
く
れ
る
な

ど
、
そ
れ
ま
で
の
私
の
指
導
経

験
で
も
初
め
て
の
一
味
違
う
和

菓
子
の
完
成
品
に
、
こ
の
生
徒

た
ち
か
ら
本
当
に
多
く
の
こ
と

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
想

い
で
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。 

千
葉
さ
ん
空
手
道
場
で

和
菓
子
作
り
を
指
導

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.
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さ
て
、
日
本
人
は
変
化
に
弱

い
で
す
。
し
か
し
、
私
が
そ
ん

な
こ
と
を
言
え
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
の

春
か
ら
自
分
自
身
の
体
質
改
善

を
は
じ
め
、「
い
つ
ま
で
も
い

ま
の
ま
ま
、
同
じ
健
康
体
で
い

た
い
」
と
強
く
思
い
、
衰
え
ゆ

く
自
分
を
受
け
入
れ
る
ほ
ど
私

も
変
化
に
強
く
な
い
の
で
、
60

歳
を
２
年
後
に
控
え
た
今
の
う

ち
か
ら
、介
護
予
防
も
兼
ね
て
、

次
の
４
つ
の
ア
レ
を
始
め
ま
し

た
。

　

１
つ
目
は
歯
の
全
治
療
。
20

年
以
上
虫
歯
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
「
歯
の

か
ぶ
せ
も
の
」
と
い
う
の
で
す

か
、
そ
の
か
ぶ
せ
も
の
は
12
本

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
か
ぶ
せ
も

の
の
内
側
が
気
に
な
っ
て
、
全

部
取
り
外
し
て
、
突
貫
工
事
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
30
年

先
も
自
分
の
歯
で
美
味
し
く
食

べ
て
い
た
い
か
ら
ね
。
た
だ
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
替
え
る
の
は

高
す
ぎ
る
の
で
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

に
。
そ
れ
で
も
総
額
１
６
０
万

円
で
１
年
か
け
て
治
療
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
食
器
と
調
理
器

具
、
炊
飯
器
を
全
部
交
換
す
る

こ
と
。
別
に
ケ
チ
っ
て
い
る
つ

も
り
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

「
安
い
か
ら
」
と
か
「
ま
だ
使

え
る
か
ら
」
と
か
で
長
年
使
っ

て
き
た
皿
や
茶
碗
、
鍋
や
フ
ラ

イ
パ
ン
。
調
べ
て
み
る
と
、
フ

ッ
素
加
工
や
塗
装
の
剥
げ
た
調

理
具
は
調
理
す
る
た
び
に
毒
や

マ
イ
ク
ロ
ア
ル
ミ
を
体
内
に
蓄

積
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
し

か
も
、
体
外
に
排
出
で
き
ず
に

内
臓
を
痛
め
つ
け
て
い
る
と
い

う
恐
ろ
し
さ
。
少
し
で
も
高
く

て
い
い
か
ら
、
長
く
使
っ
て
も

毒
に
は
な
り
に
く
い
素
材
の
も

の
と
、
こ
れ
ら
も
使
用
期
限
を

考
え
て
長
く
て
も
２
年
程
度
で

買
い
換
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

３
つ
目
に
、
添
加
物
や
体
内

で
毒
に
変
わ
る
よ
う
な
食
材
を

摂
ら
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
本
当

に
参
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
こ

の
点
で
か
な
り
後
進
国
だ
そ
う

で
す
。
メ
デ
ィ
ア
に
流
れ
て
く

る
お
肉
加
工
品
含
む
食
料
品
や

お
菓
子
、
ド
リ
ン
ク
の
ほ
と
ん

ど
は
大
手
企
業
が
儲
か
る
た
め

の
忖
度
と
、
皮
肉
に
も
サ
プ
リ

や
薬
品
が
同
時
に
Ｃ
Ｍ
と
し
て

流
れ
て
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の

ス
ー
パ
ー
の
ド
派
手
色
の
ケ
ー

キ
の
方
が
日
本
の
ソ
レ
よ
り
も

健
康
的
な
こ
と
も
イ
ン
グ
レ
デ

ィ
エ
ン
ツ
（
原
材
料
）
の
表
示

を
見
た
ら
は
っ
き
り
わ
か
り
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
ど
こ
に
住

ん
で
い
よ
う
と
、
食
品
の
原
材

料
を
ち
ゃ
ん
と
み
て
か
ら
買
う

こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
さ
ら

に
、
も
っ
と
厳
し
い
こ
と
を
言

う
と
、
砂
糖
や
白
米
、
小
麦
が

腸
や
臓
器
に
は
「
猛
毒
」
と
ま

で
書
い
て
あ
る
の
で
、
代
替
に

な
る
も
の
に
切
り
替
え
て
い
こ

う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
い
ろ
ん
な
意
味
で
、
穀

物
よ
り
も
大
豆
、
豆
乳
、
納

豆
、
ナ
ッ
ツ
。
甘
い
も
の
な
ら

ベ
リ
ー
と
ザ
ク
ロ
さ
え
食
べ
て

い
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
よ
う

な
、
で
も
、
そ
れ
ば
か
り
で
は

人
生
つ
ま
ら
ん
よ
う
な
。
し
か

し
、
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
た
ま
に

はCheez-it

を
カ
ウ
チ
ポ
テ

ト
し
な
が
ら
寝
そ
べ
っ
て
ビ
ー

ル
（
毒
。
笑
）
飲
ん
で
テ
レ
ビ

で
Ｖ
Ｈ
１
で
昔
の
音
楽
ビ
デ
オ

を
観
て
た
っ
て
い
い
か
な
。

　

４
つ
目
に
１
日
２
万
歩
の
活

動
量
と
朝
イ
チ
に
１
リ
ッ
ト
ル

の
水
分
補
給
。
先
に
書
き
ま
し

た
「
体
内
に
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ

る
毒
」
は
汗
を
か
く
こ
と
で
蓄

積
す
る
前
に
早
い
う
ち
な
ら
、

な
ん
と
か
体
外
に
出
す
こ
と
も

可
能
だ
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
生
活
に

慣
れ
て
き
た
ら
、
次
の
段
階
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
と

睡
眠
時
間
の
確
保
、
そ
ろ
そ
ろ

気
に
な
り
出
し
た
薄
毛
治
療
に

も
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。

あ
れ
？
認
知
症
予
防
の
た
め

に
、「
脳
ト
レ
」
と
か
は
？
そ

う
な
ん
で
す
。
認
知
症
は
高
齢

に
な
れ
ば
、
シ
ワ
や
シ
ミ
、
白

髪
の
よ
う
に
自
然
な
も
の
の
よ

う
で
す
。
だ
っ
た
ら
、
脳
ト
レ

よ
り
も
生
活
の
改
善
に
取
り
組

ん
だ
方
が
い
い
み
た
い
で
す
。

全
部
変
え
よ
う
と
す
る
と
、
長

続
き
し
な
い
の
と
一
緒
で
、「
な

に
を
や
ら
な
い
か
」
も
大
事
な

ん
で
す
。
な
の
で
、
私
は
、
脳

ト
レ
と
断
酒
は
し
な
い
と
決
め

ま
し
た
。

　

20
年
後
の
介
護
予
防
に
身
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
「
変

化
に
弱
す
ぎ
る
私
」
で
す
が
、

今
年
か
来
年
あ
た
り
に
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
久
し
ぶ
り
に
訪
問

し
て
み
な
さ
ま
に
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

元
気
な
う
ち
に
み
な
さ
ん
と
お

会
い
で
き
た
ら
な
あ
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
元
気
で
、
ニ
コ
ニ

コ
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
の
清

掃
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の

美
化
と
環
境
保
護
に
取
り
組
む

ビ
ッ
グ
ア
ッ
プ
ル
・
ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ァ
イ
ア
ー
ズ
︵
Ｂ
Ａ
Ｂ
、

テ
リ
ー
・
サ
ト
ウ
代
表
︶
は
、

18
日
︵
日
︶
午
前
９
時
50
分
か

ら
正
午
ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
ト
ー
マ
ス
・
ヴ
ァ
ン
ダ
イ
ク
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
39
丁
目
４
３
４

番
地
︶
で
清
掃
活
動
を
す
る
。

現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。
持
参
す
る

も
の
は
軍
手
、
ト
ン
グ
︵
持
っ

て
い
る
方
︶。
終
了
後
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
裏
庭
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
す
る
。
交
通
手
段
は
地

下
鉄
Ｄ
、
Ｎ
、
Ｒ
線
の36th 

Street

駅
　
下
車
徒
歩
３
分
。

　
代
表
の
テ
リ
ー
さ
ん
に
よ
る

と
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら
出

る
ご
み
は
、
毎
日
5
万
ト
ン
も

あ
り
ま
す
。
特
に
、
街
で
ポ
イ

捨
て
さ
れ
た
ご
み
が
流
れ
流
れ

て
、
海
に
行
き
、
そ
れ
を
間
違

っ
て
小
動
物
や
魚
が
食
べ
、
窒

息
死
す
る
ク
ジ
ラ
の
数
が
増
え

て
い
ま
す
。
年
間
８
０
０
万
ト

ン
も
の
路
上
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
海
に
流
出
し
、
海
洋
生

物
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
事
実
を
鑑
み
、

Ｎ
Ｙ
を
も
っ
と
綺
麗
で
世
界
一

安
全
な
街
に
し
た
い
。そ
し
て
、

掃
除
を
通
し
て
、
謙
虚
で
気
づ

く
人
に
な
り
、
人
々
の
感
動
の

心
を
育
み
、
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
し
た
い
、
そ
ん
な
願
い
か

ら
２
０
０
６
年
、B

ig A
pple 

B
eautifiers (B

A
B

) 

が
結
成

さ
れ
、
街
頭
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
ウ
エ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

を
中
心
に
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
日
本
人
は
江
戸
時
代
の
昔

か
ら
、
公
共
の
道
路
を
掃
除
す

る
衛
生
意
識
が
あ
り
、
掃
除
は

僧
侶
や
神
主
な
ど
の
修
行
の
一

つ
で
あ
り
、
心
を
清
め
る
技
で

し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
社

会
で
は
な
か
な
か
こ
の
考
え
は

理
解
し
難
く
、
一
部
の
企
業
を

除
い
て
、
周
辺
か
ら
参
加
者
、

賛
同
者
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
17

年
間
活
動
を
続
け
て
き
た
結

果
、
徐
々
に
社
会
に
受
け
入
れ

ら
れ
、
現
在
は
地
域
の
住
民
か

ら
寄
付
や
参
加
者
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
運
勢
が

好
転
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
う
ま
く

い
く
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
素

敵
な
出
会
い
が
生
ま
れ
た
な
ど

の
体
験
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｂ
Ａ
Ｂ

の
活
動
は
、
街
を
き
れ
い
に
保

つ
こ
と
で
住
民
に
笑
顔
を
も
た

ら
し
、
安
心
で
安
全
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
﹂
と
話
し
て
い
る
。

参
加
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル
　

soujiny@
gm

ail.com
 

　

テ
リ
ー
さ
ん
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

:h
ttp://n

y
sou

ji.seesaa.
net/

ニューヨークで清掃活動
Big Apple Beautifi ers

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
を
募
集

健
康
な
老
後
へ

４
つ
の
「
変
化
」」
始
め
ま
し
た

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:soujiny@gmail.com
mailto:soujiny@gmail.com
mailto:soujiny@gmail.com
http://nysouji.seesaa.net/


　

私
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
原
爆
投
下
と
シ
ベ
リ
ア
抑

留
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

今
回
、
こ
れ
を
調
べ
る
こ
と

で
、
歴
史
と
し
て
の
事
実
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の

ル
ー
ツ
に
つ
な
が
っ
て
い
る

真
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
原
爆
投
下
の
こ

と
を
調
べ
ま
し
た
。
令
和
元

年
の
夏
に
、
私
は
広
島
平
和

記
念
資
料
館
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
原
爆
投
下
前
の

広
島
と
原
爆
投
下
後
の
、
す

べ
て
消
え
て
し
ま
っ
た
広
島

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
上
、
原
子
爆
弾
の
被
害
者

や
そ
の
者
の
服
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
歳

の
私
は
、
そ
れ
を
見
た
後
、

吐
き
気
を
感
じ
ま
し
た
。
十

歳
の
私
に
は
、
原
爆
投
下
の

辛
い
、
悲
し
い
現
実
を
信
じ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
五
年
後
の
今
の
私
は
、

原
爆
投
下
に
つ
い
て
も
っ
と

冷
静
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
の
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
小
倉
の
こ
と
で
し
た
。
特

に
、
小
倉
市
に
原
爆
が
落
と
さ

れ
て
い
た
ら
、
山
口
県
下
関

市
ま
で
届
く
壊
滅
が
予
想
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
そ
の
理
由
は
、
私
の
母

と
祖
父
母
が
山
口
出
身
だ
か

ら
で
す
。
小
倉
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
て
い
た
ら
、
母
や
兄
、

私
も
産
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
遠
く
に

あ
っ
た
こ
の
歴
史
は
、
数
秒

で
と
て
も
近
く
に
感
じ
ま
し

た
。
原
爆
投
下
を
調
べ
て
い

た
間
に
も
っ
と
も
気
付
い
た

こ
と
は
、
原
爆
を
投
下
し
た

の
は
、
本
当
に
人
間
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
原
子
爆

弾
の
被
害
を
知
っ
た
上
で
爆

弾
を
落
と
し
た
人
が
い
た
の

だ
と
。
原
子
爆
弾
を
大
勢
の

人
を
殺
す
た
め
だ
け
に
作
っ

た
人
が
い
た
の
だ
と
。
こ
れ

が
良
い
結
末
だ
と
考
え
た
人

が
い
た
の
だ
と
。
数
十
万
人

を
殺
し
て
、
良
い
気
持
ち
で

い
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
不
思

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）8月 3日（土）

議
に
思
い
ま
し
た
。

　

原
子
爆
弾
の
こ
と
を
調
べ

て
最
も
学
ん
だ
こ
と
は
、
バ

タ
フ
ラ
イ
エ
フ
ェ
ク
ト
の
重

要
さ
で
す
。
小
倉
市
の
原
爆

投
下
の
失
敗
は
数
十
万
人
の

命
を
救
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
避
難
命
令
を
一
時
間

だ
け
待
っ
て
い
た
ら
、
数
万

人
の
命
は
救
わ
れ
た
で
し
ょ

う
。
だ
が
、
七
十
九
年
前
に

起
こ
っ
た
こ
と
は
、
今
は
変

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
調
べ
た
の
は
、
シ
ベ

リ
ア
抑
留
に
つ
い
て
で
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
こ
と
は
学

校
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
一

切
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

す
が
、
実
は
私
の
祖
母
の
お

じ
さ
ん
、
服
部
龍
三
（
は
っ

と
り
り
ゅ
う
ぞ
う
）
さ
ん
は

シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
一

人
で
し
た
。
龍
三
さ
ん
の
末

っ
子
、
達
（
さ
と
し
）
さ
ん

は
、
毎
年
一
回
は
日
本
で
一

緒
に
食
事
を
す
る
親
戚
で
す
。

す
ぐ
そ
ば
に
い
た
人
が
こ
れ

ほ
ど
深
く
第
二
次
世
界
大
戦

と
関
わ
っ
て
い
た
と
は
、
思

っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
シ
ベ
リ

ア
抑
留
の
こ
と
を
調
べ
て
い

る
と
、
龍
三
さ
ん
の
話
は
本

当
に
事
実
な
の
だ
と
知
り
ま

し
た
。
龍
三
さ
ん
は
、
シ
ベ

リ
ア
抑
留
の
寒
さ
と
飢
餓
を

十
一
年
も
耐
え
続
け
て
い
た

と
い
う
の
に
、
と
て
も
優
し

い
お
じ
さ
ん
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
原
爆
投
下

を
調
べ
て
い
た
時
と
同
じ
よ

う
な
感
覚
で
し
た
。

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
、

二
つ
の
国
籍
も
あ
る
た
め
、

歴
史
、
特
に
世
界
大
戦
の
話

を
す
る
時
と
て
も
複
雑
で
す
。

日
本
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
を

攻
撃
し
、
ア
メ
リ
カ
は
原
爆

を
投
下
し
ま
し
た
。
ど
の
国

が
正
し
い
か
ど
う
か
な
ど
の

話
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
だ
が
、
わ
た
し
に
と
っ

て
は
、
戦
争
に
「
正
し
い
」

な
ど
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
日

本
は
戦
争
を
二
度
と
し
な
い

と
約
束
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
と
日
本
、
ど
ち
ら
も
の
側

と
し
て
、
平
和
の
精
神
を
私

も
志
し
て
生
き
て
い
き
た
い

で
す
。
い
つ
か
、
戦
争
が
存

在
し
な
い
豊
か
な
国
々
、
平

和
な
世
界
に
な
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。　
　
（
滞
米
15
年
）
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（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。
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わ
た
し
は
フ
ロ
ス
ト
バ
レ

ー
で
三
つ
学
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
自
然
の
大
切

さ
で
す
。
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー

で
は
、
宿
舎
の
近
く
に
種
類

ご
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
ゴ

ミ
箱
が
あ
り
ま
し
た
。
ゴ
ミ

を
す
て
る
と
き
に
は
自
然
に

え
い
き
ょ
う
が
出
な
い
よ
う

に
、
分
別
し
て
そ
の
ゴ
ミ
に

合
っ
た
す
て
方
を
し
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
自
然
の

も
の
を
使
っ
て
火
を
起
こ
し

て
い
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
は
た

き
火
を
し
な
い
の
で
火
を
起

こ
す
の
が
と
て
も
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。
あ
ら
た
め
て

思
っ
た
こ
と
は
、
火
を
見
付

け
た
人
は
す
ご
い
し
、
毎
日

火
を
使
う
と
き
は
火
を
起
こ

し
て
い
た
な
ん
て
す
ご
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

ポ
ン
ド
ス
タ
デ
ィ
で
は
、

池
に
色
々
な
生
き
物
が
い
ま

し
た
。
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
は
ふ

れ
て
も
い
い
の
で
す
が
、
あ

ま
り
長
時
間
さ
わ
り
す
ぎ
る

と
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
や
、
も
う
カ
エ

ル
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
オ

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
も
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
自
然
の
中
の

生
き
物
の
特
ち
ょ
う
を
も
っ

と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
フ
ロ
ス
ト
バ
レ

ー
で
の
活
動
で
す
。
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
に
は
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。

太
陽
が
当
た
る
と
こ
ろ
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
が
た
く
さ
ん
お

い
て
あ
り
、
電
気
は
太
陽
光

パ
ネ
ル
で
発
電
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
で
は
、
虫

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
ハ

イ
キ
ン
グ
で
は
「
マ
ダ
ニ
」

と
い
う
虫
に
気
を
付
け
て
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
マ
ダ
ニ
は

あ
ぶ
な
い
虫
な
の
で
、
宿
舎

に
入
ら
な
い
よ
に
気
を
付
け

て
い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
集
団
生
活
で
学

ん
だ
こ
と
で
す
。
六
年
生
と

過
ご
し
た
集
団
行
動
で
今
ま

で
に
な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

今
ま
で
以
上
に
時
計
を
見
て

い
た
し
、
荷
物
管
理
が
む
ず

か
し
か
っ
た
で
す
。
た
く
さ

ん
の
人
数
で
遊
ん
だ
の
で
思

い
ど
お
り
に
い
か
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
け
ど
、
し
ょ
う
来

の
た
め
に
な
っ
た
体
験
で
し

た
。
六
年
生
と
仲
が
深
ま
っ

た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
は
シ

ー
ソ
ー
遊
び
で
す
。
下
に
つ

か
な
い
よ
う
に
す
る
遊
び
で

す
が
、
最
初
は
う
ま
く
い
か

な
く
て
ど
う
し
よ
う
か
、
い

っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
で
き
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
を
機
に
六

年
生
と
い
っ
し
ょ
に
G
J
S

を
引
っ
ぱ
っ
て
い
け
た
ら
な

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
３
年
）

「
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ま
た
　
ゆ
み

「
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
に
行
き
、

学
ん
だ
事
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
菜
々
美

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
原
爆
投
下
と
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ル
ソ
ン
　
聡

　

わ
た
し
は
、
な
つ
休
み
に

イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
こ
く
立

こ
う
え
ん
に
い
き
ま
し
た
。
一

ば
ん
の
お
も
い
出
は
、
ど
う

ぶ
つ
を
見
た
こ
と
で
す
。
イ

エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
で
は
、
日

本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
ど

う
ぶ
つ
を
た
く
さ
ん
見
ま
し

た
。
わ
た
し
は
、
お
お
か
み
、

エ
ル
ク
、
バ
イ
ソ
ン
、
ム
ー
ス
、

わ
し
を
見
ま
し
た
。
ど
う
ぶ

つ
た
ち
を
見
る
た
め
に
、
朝

五
じ
く
ら
い
に
早
お
き
し
て
、

車
で
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
の

そ
う
げ
ん
に
い
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
ど
う
ぶ
つ
た
ち

は
、
朝
早
く
に
か
つ
ど
う
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
と
は

ま
だ
く
ら
く
て
、
わ
た
し
は

ね
む
か
っ
た
け
れ
ど
、
車
に

の
っ
て
い
る
う
ち
に
目
が
さ

め
ま
し
た
。

　

一
ば
ん
さ
い
し
ょ
に
出
あ

っ
た
ど
う
ぶ
つ
は
バ
イ
ソ
ン

で
す
。
バ
イ
ソ
ン
は
、
む
れ

で
な
ら
ん
で
あ
る
い
て
い
て
、

わ
た
し
は
バ
イ
ソ
ン
が
ど
う

ろ
を
よ
こ
ぎ
っ
た
と
き
に
、

と
て
も
近
く
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
の
そ
の
そ
あ

る
い
て
い
る
バ
イ
ソ
ン
も
い

れ
ば
、
小
ば
し
り
し
て
い
る

バ
イ
ソ
ン
も
い
ま
す
。
バ
イ

ソ
ン
は
大
き
く
、
と
が
っ
た

つ
の
が
生
え
て
い
て
、
こ
わ

か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
げ
ち
ゃ

い
ろ
の
毛
が
ふ
さ
ふ
さ
に
生

え
て
い
て
、
さ
わ
り
た
く
な

り
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
お
お
か
み
を
見
ま

し
た
。
お
お
か
み
は
と
お
く

に
い
た
の
で
、
わ
た
し
は
お

か
か
ら
ぼ
う
え
ん
き
ょ
う
で

見
ま
し
た
。
お
お
か
み
は
川

の
ち
か
く
で
し
ょ
く
じ
を
し

て
い
ま
し
た
。
え
で
は
見
た

こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
じ
っ

さ
い
に
見
た
の
は
は
じ
め
て

で
す
。
こ
ん
か
い
は
く
ま
に

あ
え
な
く
て
ざ
ん
ね
ん
で
し

た
が
、
と
て
も
よ
い
お
も
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
い

き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
８
か
月
）

　

わ
た
し
が
気
持
ち
よ
く
生
活

を
す
る
た
め
に
く
ふ
う
し
て
い

る
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
一
日
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
立
て
る
こ
と
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
や

っ
て
み
て
、
良
か
っ
た
こ
と

は
、
次
に
す
る
こ
と
が
わ
か

り
や
す
か
っ
た
で
す
。
け
れ

ど
、
初
め
は
ち
ゃ
ん
と
守
れ

て
い
た
の
に
、
何
日
か
た
っ

た
ら
守
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
前

は
、
か
ん
た
ん
だ
と
思
っ
た

け
れ
ど
、
し
て
み
た
ら
む
ず

か
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
目
ざ
ま
し
時

計
を
使
う
こ
と
で
す
。
使
う

前
は
、
い
つ
も
学
校
へ
行
く

の
に
バ
タ
バ
タ
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
目
ざ
ま
し
時

計
を
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

使
っ
て
も
起
き
ら
れ
な
い
と

思
っ
た
け
れ
ど
、
朝
に
な
っ

た
ら
す
ぐ
起
き
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
わ
た
し
は
毎

日
目
ざ
ま
し
時
計
を
使
っ
て

い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
ね
る
時
間
を

決
め
る
こ
と
で
す
。
初
め
は

八
時
に
決
め
た
け
れ
ど
、
何

「
気
持
ち
の
良
い
生
活
を

送
る
た
め
に
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ル
ダ
ニ
　
ラ
ナ

年
か
た
っ
て
今
は
八
時
三
十
分

に
決
め
ま
し
た
。
ね
る
時
間
を

決
め
る
こ
と
で
、
気
持
ち
の
き

り
か
え
が
し
や
す
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
気
持
ち
よ
く
生

活
す
る
た
め
に
し
て
い
る
く
ふ

う
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

う
ま
く
で
き
て
い
る
く
ふ
う

と
、
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
く

ふ
う
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
時
間

を
決
め
る
く
ふ
う
は
、
わ
た
し

が
気
持
ち
よ
く
生
活
す
る
た
め

に
、
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
わ
た
し
は
知
ら
な
い
う
ち

に
い
ろ
い
ろ
な
く
ふ
う
を
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
け
て
、
う
れ

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□
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人
気
が
高
い
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
不
動
産
物
件
を
探
す
人
々
の
間
で

現
在
、
圧
倒
的
な
人
気
と
な
っ
て
い
る
の
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
を
隔
て
た
対
岸
に
位
置
す
る
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
だ
。
こ
こ
数
年
で
ハ
イ
ラ
イ
ズ
の
高
層

集
合
住
宅
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
最
近
建
て
ら
れ
た
よ
う
な
築

浅
物
件
が
目
白
押
し
だ
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
人
気
の
一
方
で
、
賃
貸
ビ
ル
の
入
居
審
査

基
準
は
ど
ん
ど
ん
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
と
い
う
。

多
く
の
ビ
ル
に
お
い
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
必
須

と
な
っ
て
い
て
、
日
本
か

ら
来
た
ば
か
り
で
、
米
国

内
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヒ
ス

ト
リ
ー
が
な
い
場
合
は
、

保
証
人
を
た
て
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
、
真
新
し
い
物

件
な
ら
で
は
の
圧
倒
的
な

綺
麗
さ
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
眺
め
に
対
す
る
憧
れ
は

根
強
く
、
住
み
た
い
と
い

う
人
が
後
を
絶
た
な
い
。

不
動
産
会
社
に
は
連
日
の

よ
う
に
問
い
合
わ
せ
が
届

く
そ
う
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
の

中
心
部
に
あ
る
新
築
ビ
ル
の
38
階
に
あ
る
ロ
フ
ト
タ
イ
プ
の

大
型
ス
タ
ジ
オ
（
ワ
ン
ル
ー
ム
型
）
ア
パ
ー
ト
。
ロ
フ
ト
タ

イ
プ
の
大
き
な
ス
タ
ジ
オ
に
は
、
大
型
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ク

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
と
洗
濯
機
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、
ビ
ル
に
は
プ

ー
ル
な
ど
の
施
設
も
充
実
し
て
い
て
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ

ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
抜
群
に
良
い
こ
と
か
ら
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
通
勤
す
る
人
に
は
と
て
も
便
利
。
広
さ
は
４
０
０
平
方

フ
ィ
ー
ト
で
家
賃
は
月
額
３
８
０
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・６
６
１
・１
１
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ルny@jonecorp.com

、
山
辺
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・J.One

不
動
産
）

　

ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
7

月
25
日
、
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
に

あ
る
約
25
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
の

ピ
ア
76（
12
番
街
４
０
８
番
地
）

を
将
来
的
に
緑
地
お
よ
び
商
業

利
用
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
予
定
だ

と
発
表
し
た
。

　

計
画
に
よ
る
と
、
少
な
く
と

も
現
在
の
ピ
ア
76
の
半
分
は
公

園
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
再
設
計
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
商
業
地
と

し
て
利
用
さ
れ
る
の
は
ハ
ド
ソ

ン
川
公
園
の
東
側
に
な
る
予

定
。
商
業
利
用
に
は
、
オ
フ
ィ

ス
開
発
、
遊
園
地
の
乗
り
物
、

水
上
交
通
活
動
の
施
設
、
フ
ロ

ー
テ
ィ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
可
能
性
が
あ
る
。
ピ
ア
全
体

を
緑
地
に
す
る
か
ど
う
か
の
権

限
は
ハ
ド
ソ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
者
で

あ
る
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
選
出
民

主
党
州
上
院
議
員
の
ブ
ラ
ッ

ド
・
ホ
イ
ル
マ
ン
・
シ
ー
ガ
ル

氏
と
ト
ニ
ー
・
シ
モ
ー
ン
議
員

に
よ
る
と
、「
ピ
ア
76
の
新
構

想
は
、
地
域
社
会
が
楽
し
め
る

緑
地
を
提
供
す
る
と
同
時
に
市

の
美
し
い
景
観
に
貢
献
す
る
だ

ろ
う
」
と
述
べ
た
。
ピ
ア
76
は

公
的
利
用
を
維
持
す
る
た
め

に
、
短
期
的
な
修
理
や
再
建
に

最
大
1
億
５
０
０
０
万
ド
ル
の

工
費
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ウ
ク
ル
知
事
が
こ
の
計
画
に

賛
同
し
、
法
案
に
署
名
し
た
こ

と
で
計
画
が
具
体
的
に
動
き
出

す
こ
と
に
な
る
。

ピ
ア
76
を
公
園
と
商
業
施
設
に

ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
が
計
画
を
発
表

自宅裏庭にプールを設置
　プール付豪邸住まいの家庭は別として、一
般のご家庭で自宅の裏庭に簡易プールがある
と、小学生くらいまでのお子さんがいるご家
庭なら子供が大喜びすること請け合い。冬場
は分解して収納できる。値段は 298 ドルと
手頃。別売りのラダー（錆びない梯子、価格
143 ドル）もあると便利、と言うかないと不便。
いずれもホームデポで。配達料無料。
詳細はwww.homedepot.com （pool で検索）

https://www.redacinc.com/
mailto:ny@jonecorp.com
http://www.homedepot.com
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夏
休
み
が
始
ま
っ
て
か
ら
早

く
も
１
か
月
と
少
し
経
ち
ま
し

た
。
長
い
休
み
に
は
起
床
就
寝

の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
た
り
ゲ
ー
ム

の
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
し
が

ち
で
す
。
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の

生
活
を
振
り
返
り
、
で
き
る
だ

け
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
時
間
の

使
い
方
が
で
き
る
よ
う
親
子
で

話
し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

心
と
体
の
健
康
の
た
め
に

は
、
次
の
種
類
の
活
動
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
夏
休
み
は
本
来
休
養
を
取

り
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

た
り
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
り
、
ま
た
学
校
が
あ
る
時

に
は
で
き
な
い
遊
び
や
活
動
を

楽
し
む
た
め
に
あ
る
も
の
で

す
。
子
ど
も
が
普
段
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
ト

ラ
イ
し
た
り
、
興
味
が
あ
る
こ

と
を
時
間
を
か
け
て
調
べ
て
み

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
無
料

で
で
き
る
活
動
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
今
日
は
お
勧
め
の
夏

休
み
の
活
動
も
含
め
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

■
心
と
体
の
健
康
の
た
め
に
使

う
時
間
：
睡
眠
（
幼
児
は
11
〜

13
時
間
、
小
学
生
は
９
〜
12
時

間
の
睡
眠
が
大
切
）、運
動
（
散

歩
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、
お
に
ご
っ
こ
、
ダ
ン

ス
、
サ
ッ
カ
ー
他
な
ん
で
も
）、

食
事
（
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
栄

養
を
）、
シ
ャ
ワ
ー
・
風
呂
（
湯

船
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
る
、
親
子

で
入
り
水
遊
び
や
歌
を
一
緒
に
歌

う
の
も
お
勧
め
）、
休
む
・
リ
ラ

ッ
ク
ス
す
る
、
医
者
に
通
う
他
。

■
趣
味
や
好
き
な
こ
と
を
す
る

時
間
：
家
に
あ
る
も
の
で
工
作
、

水
遊
び
、公
園
な
ど
で
外
遊
び
、

虫
取
り
（
ア
メ
リ
カ
に
し
か
に

い
な
い
昆
虫
を
探
す
な
ど
）、

草
花
を
育
て
る
、
好
き
な
本
・

漫
画
を
読
む
、
音
楽
を
聴
く
、

ゲ
ー
ム
やYou tube

他
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
間
（
や
り
過

ぎ
は
心
と
体
の
健
康
に
悪
影

響
、
子
ど
も
の
希
望
も
聞
き
納

得
で
き
る
制
限
を
）、
何
か
を
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
、
写
真
を
撮

り
ア
ル
バ
ム
を
作
る
他
多
数
。

■
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
す
る
時
間
：
夏
休
み
の
宿

題
、
習
い
事
の
練
習
、
家
の
手

伝
い
他
自
己
啓
発
の
た
め
の
時

間
：
興
味
の
あ
る
新
し
い
こ
と

を
学
ぶ
：
星
や
宇
宙
に
つ
い
て
、

草
花
や
昆
虫
に
つ
い
て
、
動
物

に
つ
い
て
、
行
っ
て
み
た
い
州

や
国
に
つ
い
て
他
多
数
。
も
っ

と
知
り
た
い
こ
と
が
何
か
あ
る

か
聞
き
ネ
ッ
ト
や
図
書
館
で
一

緒
に
調
べ
る
、YouTtube

な

ど
無
料
の
レ
ッ
ス
ン
を
利
用
す

る
。
読
書
・
図
鑑
を
見
る
、
星

に
つ
い
て
学
び
観
測
す
る
、
英

語
力
ア
ッ
プ
の
た
め
デ
ィ
ズ
ニ

ー
な
ど
理
解
し
や
す
い
英
語
の

動
画
を
見
る
、
英
語
で
買
い
物

さ
せ
る
、
図
書
館
や
子
ど
も
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
無
料
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
（
読
み
聞
か
せ
や

制
作
な
ど
定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
る
）、
日
本
語
維
持
の
た

め
日
本
語
で
好
き
な
本
を
読

む
、
国
語
の
教
科
書
・
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
で
学
ぶ
、音
楽
を
聴
く
・

作
詞
作
曲
す
る
他
多
数
。

■
人
と
つ
な
が
る
時
間
：
家
族

と
の
ク
オ
リ
テ
ィ
タ
イ
ム
（
遊

ぶ
、
話
す
、
ト
ラ
ン
プ
す
る
、

面
白
い
テ
レ
ビ
を
見
る
、
散
歩

や
図
書
館
に
出
か
け
る
、
公
園

で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
す
る
、
庭
に
テ

ン
ト
を
は
り
一
晩
キ
ャ
ン
プ
す

る
な
ど
）、
友
達
と
プ
レ
ー
デ

ー
ト
、
日
本
の
家
族
や
友
達
と

動
画
チ
ャ
ッ
ト
、
公
園
な
ど
で

知
ら
な
い
子
に
話
し
か
け
て
一

緒
に
遊
ぶ
他
多
数
。

■
人
の
役
に
立
つ
こ
と
・
喜
ば

れ
る
こ
と
を
す
る
時
間
：（
最

近
の
研
究
で
こ
れ
ら
は
そ
の
人

自
身
の
心
の
健
康
度
を
高
め
る

効
果
が
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ

て
い
る
）
家
の
手
伝
い
を
す
る

（
テ
ー
ブ
ル
を
セ
ッ
ト
、
食
器

洗
い
、
簡
単
な
料
理
を
作
る
、

せ
ん
た
く
・
そ
う
じ
の
手
伝
い
、

買
い
物
の
運
び
役
他
（
や
り
方

を
し
ら
な
い
家
事
が
あ
り
興
味

が
あ
れ
ば
教
え
る
）、
で
き
た

ら
「
助
か
っ
た
、あ
り
が
と
う
」

と
気
持
ち
を
込
め
て
礼
を
伝
え

る
、
ア
メ
リ
カ
生
活
の
写
真
ア

ル
バ
ム
を
作
り
祖
父
母
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
妹
弟
と
遊
ん
で
あ
げ

る
、
災
害
や
戦
争
で
苦
し
む
人

の
た
め
に
寄
付
を
す
る
・
募
金

を
つ
の
る
、
警
察
官
や
消
防
隊

員
に
お
礼
を
言
う
・
カ
ー
ド
を

送
る
。
公
園
で
ゴ
ミ
拾
い
な
ど

親
子
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
の
は
特
に
効
果
的
。

自
分
か
ら
す
す
ん
で
人
に
役
立

つ
こ
と
、
喜
ば
れ
る
こ
と
を
し

て
心
か
ら
感
謝
さ
れ
る
と
い
う

体
験
は
子
ど
も
の
達
成
感
や
自

信
を
伸
ば
し
、
自
己
肯
定
感
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
た
だ

こ
れ
ら
は
子
ど
も
の
や
っ
て
み

た
い
と
思
う
気
持
ち
に
沿
っ
て

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
無
理

に
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
逆
効
果

と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

他
に
も
た
く
さ
ん
の
活
動
が

あ
り
ま
す
。
思
い
つ
く
こ
と
を

親
子
で
提
案
し
あ
う
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
特
定
の
種
類
の
活
動

に
偏
ら
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ

け
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
ま
た
楽
し

く
時
間
が
過
ご
せ
る
よ
う
心
が

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ニューヨーク日本人教育審議会
教育文化交流センター・教育相談室　教育相談員
クリ二カルサイコロジスト  森真佐子相談員（Ph.D.）

夏休み中のバランスの取れた
時間の過ごし方について

 本欄への相談は
●  NY日本人教育審議会
　教育文化交流センター
　Tel:  914-305-2411
　Fax: 914-921-0393
　info@jec-ny.org
●コメット 
　www.faminet.net/komet
　jt22461007@yahoo.co.jp

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
を
希

望
す
る
高
校
生
と
そ
の
保
護
者

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ト
リ･

カ

レ
ッ
ジ･

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、

8
月
11
日
（
日
）
午
後
8
時
よ

り
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
Ｕ

Ｃ
）
出
願
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
や
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー

な
ど
に
出
願
を
考
え
て
い
る
高

校
生
向
け
の
内
容
で
、
Ｕ
Ｃ
出

願
の
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き

情
報
や
、エ
ッ
セ
イ
の
書
き
方
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
書
く
時

の
注
意
点
な
ど
を
説
明
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
は
1
時
間
を
予
定
し

て
い
る
が
、
参
加
者
の
質
問
に

答
え
る
た
め
延
長
の
可
能
性
も

あ
る
。
講
師
は
カ
レ
ッ
ジ･

カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
伴
里
美
氏
。

　

参
加
料
は
ひ
と
り
40
ド
ル
だ

が
、
保
護
者
が
高
校
生
と
一
緒

に
参
加
す
る
場
合
は
無
料
。
申

し
込
み
は
参
加
希
望
者
の
名

前
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
件

名
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
と
記
載
し
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。

申
し
込
み
・
詳
細
はhttps://

satoricollegeplanning.com

米大学出願セミナー
8月11日オンラインで

サトリ･カレッジ･プランニング

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://www.nykoshin.com
http://kiku-ny.com
https://able-nw.com/newyork/
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
tel:9176780297
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
https://satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com
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車
の
修
理
屋
さ
ん
が
経
営
す

る
私
た
ち
の
ア
パ
ー
ト
は
、
フ

ェ
リ
ー
が
着
く
だ
け
あ
っ
て
ク

レ
タ
島
の
中
心
的
街
で
あ
る

ヘ
ラ
ク
リ
オ
ン
（Heraklion

）

の
縁
に
あ
る
。
子
供
の
頃
に
憧

れ
た
ヘ
ラ
ク
レ
ス
大
角
カ
ブ

ト
虫
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
何
や

ら
関
係
が
あ
る
の
か
と
思
っ

て
調
べ
た
ら
や
は
り
そ
う
だ
。

Hercules

（
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
）
が
語
源

に
な
っ
て
い
る
。

　

真
っ
直
ぐ
な
道
が
一
本
も
無

い
こ
の
街
、
ヘ
ラ
ク
リ
オ
ン

は
、
ギ
リ
シ
ャ
が
独
立
す
る
前

は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
前
の
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
共
和
国
の
前
の
ビ
ザ
ン

チ
ン
帝
国
の
前
の
東
ロ
ー
マ
帝

国
の
前
に
ア
ラ
ブ
人
に
よ
っ
て

８
２
４
年
に
最
初
に
作
ら
れ
た

と
さ
れ
る
。
が
、
そ
の
は
る
か

以
前
、
こ
こ
に
は
ミ
ノ
ア
と
い

う
古
代
文
明
（
ク
レ
タ
文
明
）

が
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
本
土
や
キ

ク
ラ
デ
ス
諸
島
と
並
行
し
な
が

ら
独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
い

た
。
そ
の
た
め
か
今
ま
で
見
た

ア
テ
ネ
と
も
ミ
コ
ノ
ス
や
サ
ン

ト
リ
ー
ニ
と
も
全
く
違
う
。
そ

の
ミ
ノ
ア
文
明
の
象
徴
が
こ
の

ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
で
あ
り
、
ギ

リ
シ
ャ
神
話
の
舞
台
な
の
だ
。

　

車
で
30
分
足
ら
ず
で
目
的
地

に
到
着
。
さ
す
が
世
界
的
な
名

所
だ
け
あ
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
事
前
予
約
と
か
窓
口
の
列
だ

と
か
、
ｅ
チ
ケ
ッ
ト
や
ら
煩
わ

し
い
が
、
列
に
並
び
な
が
ら
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
チ

ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
入
場
。
ゲ
ー

ト
を
入
っ
た
ら
い
き
な
り
有
名

な
遺
跡
が
あ
る
。
今
は
廃
墟

と
な
っ
た
石
の
遺
構
で
あ
る

が
、
作
ら
れ
た
の
は
お
よ
そ
紀

元
前
２
０
０
０
年
頃
、
な
ん
と

４
０
０
０
年
前
と
い
う
か
ら
驚

き
だ
。
か
な
り
高
度
な
技
術
と

マ
ン
パ
ワ
ー
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
る

２
０
０
０
年
前
と
な
る
と
キ
リ

ス
ト
教
は
一
切
影
響
が
な
い
。

そ
れ
で
も
人
々
は
信
仰
を
求

め
、
何
か
を
拝
ん
だ
。
何
を
？

ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
だ
。
石
の
遺
構

の
中
心
部
に
再
現
さ
れ
た
色
鮮

や
か
な
牛
の
怪
物
が
描
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
綺
麗
な
柱
に
囲

ま
れ
た
玉
座
も
あ
る
。
お
そ
ら

く
こ
の
宮
殿
で
最
も
大
切
な
彼

ら
の
宗
教
の
祭
り
事
と
政
（
ま

つ
り
ご
と
）
を
と
り
行
っ
た
部

屋
で
あ
ろ
う
。
卑
弥
呼
は
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
で
邪
馬
台
国
を
治

め
た
。
祭
り
事
と
政
（
ま
つ
り

ご
と
）、
語
源
は
同
じ
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

華
麗
な
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
だ
け

で
は
な
い
。
美
し
く
今
も
説
得

力
の
あ
る
女
性
の
壁
画
、
有
名

な
ボ
ク
シ
ン
グ
を
す
る
少
年
、

ミ
ノ
ア
文
明
は
こ
の
美
し
い
太

陽
の
元
、
相
当
に
美
し
く
人
々

が
暮
ら
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
す
る
。
考
古
学
者
は

こ
の
城
に
外
壁
が
な
い
こ
と
か

ら
か
な
り
平
和
で
あ
っ
た
と
推

測
す
る
。

　

一
通
り
見
終
わ
る
と
ラ
ビ
リ

ン
ス
（
迷
路
）
を
期
待
し
て
い

た
私
は
少
し
物
足
り
な
く
も
な

い
。
宮
殿
を
出
る
と
土
産
物
屋

が
並
ぶ
中
に
、
そ
の
名
も
ラ
ビ

リ
ン
ス
と
い
う
店
が
あ
る
。
店

番
の
若
い
女
性
に
、
ラ
ビ
リ
ン

ス
は
何
処
か
別
の
と
こ
ろ
に
あ

る
の
か
、
と
恥
ず
か
し
い
質
問

を
し
て
み
た
。
彼
女
は
、
真
顔

で
「
こ
の
宮
殿
が
あ
ま
り
に
も

複
雑
な
の
で
ラ
ビ
リ
ン
ス
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」 

と
教

え
て
く
れ
た
。
今
は
崩
れ
て
し

ま
っ
た
石
の
建
物
だ
が
、
最
盛

期
に
は
４
階
建
て
で
１
２
０
０

以
上
の
部
屋
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
紀
元
前
２
０
０
０
年

に
作
ら
れ
た
宮
殿
、
そ
れ
は
ギ

リ
シ
ャ
神
話
よ
り
も
古
い
の
で

あ
ろ
う
。
神
話
は
こ
の
宮
殿
か

ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
て
後
に

創
作
さ
れ
た
の
だ
と
み
た
。
神

話
は
実
話
で
は
な
い
。

　

紀
元
前
１
３
７
０
年
頃
に
大

規
模
な
地
震
が
起
こ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
ミ
ノ
ア
文
明
に
終
止

符
が
打
た
れ
た
。
そ
れ
は
サ
ン

ト
リ
ー
ニ
で
学
ん
だ
ミ
ノ
ア
噴

火
と
は
50
年
ほ
ど
ず
れ
て
お

り
、
火
山
の
噴
火
で
ミ
ノ
ア
文

明
が
滅
ん
だ
と
い
う
説
に
は
反

す
る
。
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
の
火
山

警
報
が
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
全
域

の
避
難
を
執
行
し
て
も
こ
こ
は

圏
外
で
あ
る
。
私
も
火
山
の
噴

火
で
は
な
く
、
地
震
に
よ
っ
て

こ
の
文
明
が
終
わ
っ
た
と
思

う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ

だ
け
立
派
な
宮
殿
を
建
て
、
こ

れ
だ
け
彩
色
豊
か
に
ミ
ノ
タ
ウ

ロ
ス
や
艶
や
か
な
女
性
の
壁
画

を
描
い
た
文
明
が
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
と
思
う
と
あ
ま
り
に
も

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
感
慨
深

い
。（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

www.nyseikatsu.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記

第
13
話
　
ラ
ビ
リ
ン
ス

1

　

２
年
に
1
回
開
催
さ
れ

る
国
際 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

協

会
（The International 

Planetarium Society : 

Ｉ
Ｐ

Ｓ
）
の
大
会
が
、
2
年
後
に
福

岡
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｓ

は
、
１
９
７
０
年
の
発
足
で
、

世
界
50
か
国
か
ら
約
５
０
０
名

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
関
係
者
が

加
入
し
て
お
り
、
世
界
中
に
23

の
友
好
団
体
を
有
し
て
お
り
、

日
本
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
協
議

会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
が
日
本
の
友
好

団
体
と
し
て
理
事
に
も
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。（
ち
な
み
に
ア

メ
リ
カ
は
世
界
で
一
番
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
が
多
く
、
日
本
は
二

番
目
で
約
３
０
０
施
設
あ
り
ま

す
。）

　

今
回
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
6
年
ぶ
り

の
開
催
で
、
次
回
は
１
９
９
６

年
に
大
阪
大
会
を
開
催
し
て
以

来
30
年
ぶ
り
の
日
本
開
催
と
な

り
ま
す
。
筆
者
は
Ｉ
Ｐ
Ｓ
福
岡

大
会
の
組
織
委
員
で
も
あ
り
、

博
物
館
関
係
の
国
際
会
議
で
あ

る
Ｉ
Ｐ
Ｓ
大
会
の
実
情
把
握
と

Ｉ
Ｐ
Ｓ
福
岡
大
会
の
広
報
普
及

の
観
点
を
含
め
、
初
め
て
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
ベ
ル
リ
ン
大
会
は
、

7
月
18
日
か
ら
25
日
に
か
け
て

「United Under the Sky

」
の

テ
ー
マ
の
下
に
開
催
さ
れ
、
前

半
の
18
日
か
ら
20
日
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
発
祥
の
地
で
あ
る
イ

エ
ナ
で
フ
ル
ド
ー
ム
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
（
筆
者

は
不
参
加
）、
21
日
か
ら
ア
リ

ー
ナ
・
ベ
ル
リ
ン
を
中
心
に
講

演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
主
な
ト
ピ
ッ
ク

に
は
、
フ
ル
ド
ー
ム
制
作
に
お

け
る
革
新
的
な
フ
ル
ド
ー
ム
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ
ベ

ー
ス
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
教
育

活
動
と
新
し
い
形
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
持
続
可
能
性
の
ト

ピ
ッ
ク
と
し
て
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
環
境
に
優
し
く
気
候
中
立

な
方
法
で
運
営
す
る
方
法
、
そ

し
て
次
の
１
０
０
年
の
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
が
あ
り
、
40
か
国
か
ら

６
０
０
人
以
上
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
関
係
者
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
開
催
地
ベ
ル
リ
ン
に
は
、
か

つ
て
東
西
ド
イ
ツ
に
分
か
れ
て

い
た
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
2
つ

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
2
つ
の

天
文
台
が
あ
り
、
現
在
は
そ
れ

ら
を
２
０
１
６
年
に
設
立
さ
れ

た
ベ
ル
リ
ン
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
財
団
が
統
合
・
所
管
し
て
い

ま
す
。
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天

文
台
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ェ

ル
ス
タ
ー
天
文
台
は
、
ド
イ
ツ

で
最
も
伝
統
的
な
公
共
天
文
台

の
一
つ
で
あ
り
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
・
ア
ム
・
イ
ン
ス
ラ
ナ
ー

と
ツ
ァ
イ
ス
・
グ
ロ
ー
ス
・
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
最
も
近
代
的
な
科
学
劇

場
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
１
９
６
５
年
に
開
館

し
今
年
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
が
始
ま
る
予
定
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
・
ア
ム
・
イ
ン
ス
ラ
ナ

ー
と
、
１
９
６
１
年
に
丘
の
上

に
建
設
さ
れ
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
天
文
台

（
１
９
９
１
年
に
文
化
財
指
定
）

は
、
今
回
の
大
会
の
会
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
7
月

23
日
に
特
別
に
公
開
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
7
月
21
日
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

１
０
１
年
前
に
イ
エ
ナ
で
製
造

さ
れ
た
も
の
の
、
被
災
し
、
ハ

ー
グ
に
あ
っ
たZeiss1

型
2
号

機
を
修
復
し
た
も
の
が
出
展
し

て
い
る
こ
と
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
と

し
て
紹
介
さ
れ
、
筆
者
も
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
博

物
館
と
し
て
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ム
。ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、

な
か
な
か
奥
の
深
い
世
界
で

す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

プラネタリウム
IPS ベルリン大会

 第 494 回

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
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EVENT
■香港ドラゴンボートフェスティバル＝
8/3・4  9:00 ～ 17:00  Meadow Lake in 
Flushing Meadows Corona Park　 毎 夏
恒例のボートレース＆文化フェス。香港
ストリートフード店や少林寺拳法などの
デモンストレーション、生演奏などが行
われる。会場までは地下鉄 7番線 Mets-
Willets Point駅からシャトルバスが運行
される。
詳細は https://www.hkdbf-ny.org/
■ 110回ジャパンフェス＝ 8/10　10:00
～ 18:00　Upper East Side （60th St, bet 
Madison Ave - 5th St）人気の日系スト
リートフェア。マカロン、スフレパンケー
キ、焼き鳥、寿司タコス、唐揚げ、シュー
クリームなどが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■サマー・ノスタルジア・ライド＝ 8/11　
NY交通博物館は 1930年代のビンテージ
車両でビーチへ向かう恒例の「サマー・
ノスタルジア・ライド」を運行する。96
丁目駅からロッカウエー・パークビーチ
116丁目駅を走行する。料金：片道大人
＄60、子供（17歳以下）＄40
詳細は nytransitmuseum.org
■ NYCレストランウィーク =8/18まで　
市内 5区のレストラン約 600店が参加し、
特別価格のプリフィックスメニューを提
供する毎年恒例夏のレストランウィーク。
今年は 2コースまたは 3コースのランチ
/ディナーが＄30、＄40、＄60のいずれ
かで楽しめる。
詳 細 は https://www.nycgo.com/
restaurant-week
■ US オープンテニス＝ 8/26 ～ 9/8　
USTA Billie Jean King National Tennis 
Center（Flushing Meadow - Corona 
Park）テニスの世界４大国際大会のひと
つ。今年も選手らによる熱い戦いが繰り
広げられる。大会の１週間前（8/19～
25）には無料イベント「ファンウィーク」
も開催。予選や出場選手の練習の一般公
開、子どもたちが楽しめるキッズデー、
夜のブロックパーティーに参加でき、男
女決勝戦チケットが当たる抽選に応募で
きる。
詳細は https://www.usopen.org/

CLASS/SEMINAR
■ ICU高校説明会・相談会＝ 8/24・25・
26　東京都小金井市にある帰国生受け入
れ校の国際基督教大学高等学校の学校説
明会・相談会が NY・NJ地区で開催。ウェ
ストチェスター地区は 8/24ニューヨーク
補習授業校W校、NJ地区は 8/25（日）
プリンストン日本語学校 、マンハッタン
地 区 は 8/26Japan ICU Foundation 1 階
イベント会場にて。問い合せはＥメール 
icuhs-rs@icu.ac.jp。
詳 細 は https://icu-h.ed.jp/admin/
nasession2024.html

MUSIC
■ MIKAGE PROJECT World Tour:New 
Journey ＝ 8/6  19:00  Joe’s Pub（425 
Lafayette St）日本の伝統的な民謡を現代
的なテイストでユニークに融合させた３
人のミュージシャンによるコンサート。
出演は、佐藤公紀（尺八、竹笛）、浅野祥（津
軽三味線、ボーカル）、本間隆（二十五絃
箏）。入場料：＄25（事前購入）、＄30（当日）
詳細は https://publictheater.org　　　

THEATRE/DANCE 
■「日本の紙フィルム」上映会＝ 8/6  
19:30　Light Industry （361 Stagg Street, 
Suite 407 Brooklyn）セルロイドの代わり
に 1930年代に家庭用娯楽フィルムとし
て日本で製造された「紙フィルム」。第
２次世界大戦を挟み、紙質の脆さから 85
年以上に渡り公開されなかった貴重なも
ので、今回はデジタル化されたフィルム
のコレクションを紹介する。サイレント
作品では琴奏者の木村伶香能が音楽を担
当する。入場料＄10以上の任意寄付。
詳 細 は https://www.lightindustry.org/

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る

香
川
県
出
身
の
ベ
ー
シ
ス
ト
広

瀬
隆
史
が
８
月
31
日
（
土
）、

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
シ
カ
ゴ
の

ベ
ネ
ッ
ト
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
ツ
ア
ー
に
出

演
し
演
奏
を
行
う
。

　

広
瀬
は
、
昨
年
10
月
７
日
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
のFyutch

ら

と
共
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
誕
生
50
周
年
記

念
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
た
。
広
瀬

は
東
京
の
ミ
ュ
ー
ズ
モ
ー
ド
音

楽
院
を
卒
業
後
、
Ｎ
Ｙ
に
拠
点

を
移
し
活
動
し
て
い
る
。
同
コ

ン
サ
ー
ト
で
演
奏
さ
れ
た
楽
曲

は
、
人
種
差
別
や
偏
見
の
撲
滅

を
テ
ー
マ
に
し
た
教
育
的
な
内

容
が
中
心
で
従
来
の
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
一
線
を

画
す
も
の
だ
っ
た
た
め
、
会
場

に
は
多
く
の
子
ど
も
連
れ
の
家

族
が
訪
れ
た
。
ゲ
ス
ト
に
は
２

度
Ｄ
Ｍ
Ｃ　

Ｕ
Ｓ
Ａ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
輝
い
たDJ Perly

が

登
場
し
、
第
１
幕
と
第
２
幕
の

間
な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て

い
る
。 

シ
カ
ゴ
公
演
入
場
料

は
15
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

ravinia.org/Online/default.
asp

を
参
照
す
る
。

ベ
ー
シ
ス
ト
広
瀬
隆
史

8
月
に
シ
カ
ゴ
で
公
演

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日
本

人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
、
ア
メ
リ

カ
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
す

る
グ
ル
ー
プ
展
「
ア
ー
ト
・
オ

ブ
・
サ
マ
ー
」
が
、
８
月
30
日

（
金
）
ま
で
、
Ｎ
Ｊ
州
の
ハ
ッ

ケ
ン
サ
ッ
ク
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
（102 State St, Hackensack

）
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
作

家
は
、
廣
瀬
公
美
、
平
之
内
美

穂
、
板
東
綾
子
、
鴨
澤
誓
子
、

大
槻
素
子
の
５
人
。　

入
場
無

料
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.hacpac.org/

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｊ
州
で
グ
ル
ー
プ
展

板東綾子

廣瀬公美

大槻素子

鴨澤誓子

平之内美穂

　

ワ
シ
ン
ト
ン
ス
ク
エ
ア
パ
ー
ク
の
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ー “Let 

Hair Down” 

と
し
て
知
ら
れ
る
ダ
ン
サ
ー
の
草
島
叶
実
が
、

8
月
10
日(

土)

に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
で
自
主
企
画
の
ソ

ロ
公
演
「Dance with Your Song

」
を
行
う
。
観
客
は
当
日
、

草
島
に
ス
テ
ー
ジ
上
で
踊
っ
て
も
ら
い
た
い
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト

で
き
る
ほ
か
、
村
上
春
樹
の
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
の
登
場
人

物
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
創
作
さ
れ
た
新
作
ソ
ロ

ダ
ン
ス
「Midori
」
も
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ベ
ン
ト
会
場

のpinkFROG cafe 

は
Ｌ
ト
レ
イ
ン
のBedford Ave 

駅
か

ら
徒
歩
５
分
。
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
28
ド
ル
、
当
日
35
ド
ル
。

予
約
は
こ
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
ペ
ー
ジ
か
ら: https://partiful.

com/e/sHgx7O4QF950ULxaGxh6

草
島
叶
実
が
自
主
企
画
ソ
ロ
公
演

https://america-keitai.com/
mailto:icuhs-rs@icu.ac.jp%E3%80%82
https://icu-h.ed.jp/admin/nasession2024.html
https://publictheater.org%E3%80%80%E3%80%80%E3%80%80
https://www.lightindustry.org/
https://www.hkdbf-ny.org/
https://www.japanfes.com
https://www.nycgo.com/
https://www.usopen.org/
https://ravinia.org/Online/default
https://ravinia.org/Online/default
https://ravinia.org/Online/default
https://ravinia.org/Online/default
https://ravinia.org/Online/default
https://www.hacpac.org/
https://www.hacpac.org/
https://www.hacpac.org/
https://www.hacpac.org/
https://partiful.com/e/sHgx7O4QF950ULxaGxh6
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長
男
の
励
生
さ
ん

長
崎
に
持
ち
帰
る

　

飯
塚
国
雄
の
長
男
、
励
生
さ

ん
は
１
９
７
０
年
、
両
親
と
一

緒
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
日
本

へ
旅
し
た
と
き
長
崎
の
祖
父

に
初
め
て
会
っ
た
。「
祖
父
は

１
９
４
５
年
８
月
９
日
の
数
日

後
に
家
族
を
探
す
た
め
長
崎
に

戻
っ
た
と
き
の
恐
ろ
し
い
光
景

を
私
の
父
に
語
っ
て
い
ま
し

た
。
祖
父
は
最
後
に
『
長
崎
で

何
が
起
こ
っ
た
の
か
知
っ
て
る

は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
お
前
は
ア

メ
リ
カ
に
住
み
た
い
の
か
』
と

父
に
尋
ね
た
。
以
来
、
父
は
核

爆
撃
／
戦
災
、
反
戦
、
ホ
ー
ム

レ
ス
、
テ
ロ
の
問
題
を
見
過
ご

さ
ず
に
、
彼
の
芸
術
を
通
し
て

《
平
和
》
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世

界
へ
向
け
て
発
信
す
る
た
め
、

最
も
国
際
的
な
都
市
で
あ
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
み
続
け
る
こ

と
が
大
事
だ
と
決
心
し
た
よ
う

で
す
。
そ
の
一
つ
、
祖
父
の
体

験
が
父
の
芸
術
と
し
て
表
現
さ

れ
、
ピ
カ
ド
ン
い
う
絵
巻
本
に

な
り
、制
作
か
ら
40
年
を
経
て
、

長
崎
へ
き
ま
し
た
」。

　

ナ
ガ
サ
キ
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
世
界
へ
平
和
を
発
信

し
よ
う
と
１
９
９
５
年
に
発
足

し
た
ピ
ー
ス
ス
フ
ィ
ア
貝
の
火

運
動
（
会
長
さ
だ
ま
さ
し
）
を

母
体
と
し
、
２
０
０
３
年
４
月

に
建
設
さ
れ
た
。
海
外
・
国
内

か
ら
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
が

寄
港
す
る
長
崎
港
松
が
枝
国
際

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
一
角
に
位
置

し
、
小
さ
な
美
術
館
な
が
ら
も

世
界
各
地
か
ら
の
旅
行
者
の
来

館
が
絶
え
な
い
。
こ
れ
か
ら
は

長
崎
か
ら
も
飯
塚
作
品
の
平
和

ア
ピ
ー
ル
が
世
界
各
地
へ
届
く

こ
と
だ
ろ
う
。

　
（
１
面
に
記
事
、
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
・
う
ち
だ
か
ず
こ
）

*

ナ
ガ
サ
キ
ピ
ー
ス
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム　http://www.

nagasakips.com

飯塚が被爆した父に捧げる
水彩画展

Vassilina Dikidjieva, Nagasaki Angel – 2

Miho Hiranouchi, Seed wings for the future

　

８
月
恒
例
の
ピ
ー
ス
展

「PEACE 2024

」
が
８
月
１

日
（
木
）
か
ら
27
日
（
火
）
ま

で
、
金
融
街
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
（
メ
イ
デ
ン

レ
ー
ン
80
番
地
14
階
）
で
開
催

さ
れ
る
。
同
展
は
人
類
の
原
爆

投
下
の
記
憶
を
次
世
代
に
引
き

継
ぎ
、
身
近
な
ア
ー
ト
を
通
し

て
平
和
を
考
え
る
草
の
根
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
２
０
１
０
年

に
発
足
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
コ
ロ

ナ
禍
で
見
送
り
の
年
は
あ
っ
た

も
の
の
、
今
回
で
節
目
と
な
る

通
算
10
回
目
を
迎
え
る
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
６

日
（
火
）
午
後
５
時
か
ら
７
時

ま
で
行
わ
れ
る
。

　

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
板
東
綾
子
、

バ
シ
リ
ー
ナ
、
古
川
レ
オ
ナ
ー

ト
文
香
、
佳
奈
ヘ
ン
デ
ル
、
平

之
内
美
穂
、
廣
瀬
公
美
、
百
田

和
子
、
飯
塚
国
雄
、
ヒ
ナ
・
キ

ム
、
ク
リ
ス
・
コ
ー
ゼ
ル
、
松

田
常
葉
、
神
舘
美
会
子
、
エ
リ

ザ
ベ
ス
Ｐ
パ
ー
セ
ル
、
佐
治
宣

子
、
竹
田
あ
け
み
、
イ
ズ · 

ワ

タ
ナ
ベ
の
16
人
。
日
本
か
ら
は

シ
ア
カ
章
子
、
横
山
弥
生
ら
、

総
勢
18
人
が
参
加
す
る
。

　

ま
た
、
８
月
６
日
・
９
日
の

原
爆
投
下
記
念
日
を
含
む
ピ
ー

ス
展
と
同
時
期
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
反

戦
・
反
核
の
創
作
活
動
を
貫
い

た
故
・
飯
塚
国
雄
の
「
ピ
カ
ド

ン
」
展
が
８
月
12
日
ま
で
長
崎

に
て
開
催
中
。
作
品
ピ
カ
ド

ン 

（
１
９
８
３
）
は
氏
の
没
後

に
発
見
さ
れ
た
水
彩
画
10
枚
か

ら
な
る
絵
巻
本
で
、
今
回
が
初

公
開
で
あ
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト https://artspheres.

org/

を
参
照
す
る
。

アートで平和を
考える展示NYで
ピース2024

飯塚のビデオを見る長崎大学名誉教授・井川惺亮さん（奥）

父
・
国
雄
の
水
彩
画
の
前
に
立
つ
長
男
の
励
生
さ
ん

制
作
か
ら
40
年
を
経
て

https://www.bozubrooklyn.com/
http://hinomaru-limo.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com
http://www.nagasakips.com
https://artspheres.org/



